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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
日
本
宗
教
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
エ
ミ
ー
ル 

ギ
メ
と
日
本
の
僧
侶
、
神
主
と
の
問
答
― 

  

エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
（É

m
ile G

uim
et

、
一
八
三
六
～
一
九
一
八
）
は
、
年
代
的
に
は
十
九
世
紀
と
二
十

世
紀
に
ま
た
が
る
人
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
は
完
全
に
十
九
世
紀
を
象
徴
し
て
い
る
人
物
と
言
え
ま
す
。

実
業
家
の
家
系
に
生
ま
れ
、
若
い
時
か
ら
自
分
の
人
生
を
自
分
で
決
め
、
家
業
を
継
承
し
な
が
ら
、
一
種

の
人
間
中
心
主
義
の
人
生
を
送
り
、
理
想
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
勇
敢
に
実
現
す
る
こ
と
に
努
力
し
、
成

功
し
た
と
も
言
え
ま
す
。
彼
の
業
績
を
見
ま
す
と
、
非
常
に
幅
広
く
、
か
つ
驚
く
べ
き
教
養
の
持
ち
主
で
、

ギ
リ
シ
ャ
・
ラ
テ
ン
の
古
典
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
・
近
世
の
歴
史
お
よ
び
思
想
の
学
問
も
汲

み
、
ま
た
、
他
国
の
文
化
へ
の
好
奇
心
も
旺
盛
で
、
歴
史
学
の
方
法
論
に
注
意
し
な
が
ら
修
身
を
完
成
し
、

自
己
の
心
を
養
っ
た
人
物
で
す
。
一
方
、
彼
自
身
の
人
間
性
も
ま
た
特
筆
す
べ
き
で
す
。
彼
が
父
か
ら
受

け
継
い
だ
家
業
の
方
針
で
は
、
人
間
社
会
に
お
け
る
以
上
、
で
き
る
だ
け
利
他
的
に
公
正
な
態
度
で
、
正

義
と
平
等
の
精
神
を
も
っ
て
会
社
の
雇
人
に
接
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、

人
間
へ
の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
態
度
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
い
か
に
も
フ
ラ
ン
ス
風
で
は
あ
り
ま
す
が
、

当
時
の
理
念
と
し
て
彼
が
信
じ
た
、
社
会
主
義
の
原
理
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
特
に
十
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九
世
紀
に
、
例
え
ば
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
な
知
識
人
の
間
に
流
行
し
て
い
た
フ
ー
リ
エ
（F

rancis 

M
arie C

harles F
ourier

、
一
七
七
二
～
一
八
三
七
）
の
思
想
に
も
適
っ
た
考
え
方
で
し
た
。 

ギ
メ
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
都
市
で
あ
り
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
象
徴
す
る
町
、
リ
ヨ
ン
で
一
八
三
六
年
に
生

ま
れ
、
リ
ヨ
ン
の
北
、
十
五
キ
ロ
位
の
フ
ル
リ
ュ
ウ
・
シ
ュ
ー
ル
・
ソ
ー
ヌ(F

leurieu-surS
aône)

で
一
九

一
八
年
に
亡
く
な
り
ま
す
。
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
歩
ん
だ
優
れ
た
人
物
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
父
親

は
、
特
殊
な
蒼
色
の
発
明
で
有
名
に
な
っ
た
化
学
者
兼
実
業
家
で
、B

leu G
uim

et 

社
を
創
業
し
、
そ
の

蒼
色
は B

leu d’O
utre-m

er 

（
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
）
、
も
し
く
は
本
人
の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
母

親
は
画
家
で
し
た
。
息
子
の
エ
ミ
ー
ル
は
両
親
の
影
響
を
受
け
、
幼
い
頃
か
ら
美
術
的
な
感
性
に
優
れ
て

い
て
、
陶
器
、
絵
画
、
音
楽
に
傾
倒
す
る
一
方
、
学
問
、
文
芸
、
文
学
に
も
造
詣
が
深
く
、
人
間
と
社
会

の
発
展
の
中
心
を
な
す
哲
学
や
宗
教
の
問
題
に
深
い
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ
る
意
味
で
は
仕

方
な
く
一
八
六
〇
年
に
家
業
を
継
ぎ
、
後
の
一
八
八
七
年
に
ペ
シ
ネ
株
式
会
社
と
社
名
を
変
更
し
ま
す
が
、

早
い
時
期
か
ら
会
社
を
自
分
の
実
験
場
と
し
て
い
ま
す
。
会
社
の
雇
人
に
、
自
身
で
作
っ
た
曲
や
他
の
音

楽
家
の
曲
を
演
奏
し
な
が
ら
町
中
を
行
進
さ
せ
た
り
し
ま
し
た
。
彼
の
考
え
で
は
、
自
分
と
社
員
と
が
会

社
の
中
で
、
フ
ー
リ
エ
の
い
う
「
フ
ァ
ラ
ン
ス
テ
ー
ル
」
社
会
の
最
小
単
位
か
ら
な
る
理
想
社
会
に
相
応

し
い
一
種
の
家
族
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
理
想
的
な
社
会
が
で
き
上
が
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で

す
。
ギ
メ
は
労
働
者
の
権
利
の
弁
護
人
と
な
り
、
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
労
働
災
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害
保
険
や
退
職
年
金
の
権
利
に
つ
い
て
は
法
律
的
に
認
め
ら
れ
る
以
前
に
具
体
的
に
保
障
す
る
と
と
も
に
、

社
会
的
な
進
歩
は
先
ず
教
育
を
通
じ
て
成
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
先
駆
的
な
態
度
の
持
ち
主
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
上
流
階
級
の
社
会
主
義
は
フ
ラ
ン
ス
の
産
物
と
思
わ
れ
、
そ
う
い
う
思

想
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

そ
の
よ
う
な
思
想
の
中
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
作
っ
て
い
た
伝
統
神
学
や
道
徳
価
値
シ
ス
テ
ム
へ

の
抵
抗
思
想
が
流
れ
て
い
て
、
無
神
論
的
な
要
素
が
多
分
に
入
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外

の
宗
教
や
思
想
シ
ス
テ
ム
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。
多
神
教
や
、
神
の
存
在
を
軽
視
し
無
視
し
た
儒
教
、

と
り
わ
け
仏
教
等
は
、
近
代
思
想
の
要
求
に
応
じ
る
よ
う
な
宗
教
思
想
で
も
あ
り
ま
し
た
。
仏
教
は
特
に

十
九
世
紀
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
の
よ
う
な
道
徳
的
権
威
が
な
く
世
俗
的
な
哲
学
思
想
の
よ
う
に
映
り
、

知
識
人
だ
け
で
な
く
、
ギ
メ
と
親
し
か
っ
た
政
治
家
で
社
会
主
義
者
の
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
文
部
大
臣

や
、
頑
固
な
性
格
で
知
ら
れ
、
自
由
思
想
と
日
本
趣
味
を
持
つ
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
大
統
領
や

レ
イ
モ
ン
・
ポ
ア
ン
カ
レ
ー
大
統
領
、
元
文
部
大
臣
で
、
ト
ン
キ
ン
と
ア
ン
ナ
ン
の
首
領
で
あ
っ
た
ポ
ー

ル
・
ベ
ー
ル
も
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
八
七
一
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
東
洋
美
術
館

を
開
い
た
チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
が
来
日
し
、
美
学
的
な
関
心
に
よ
っ
て
高
額
な
美
術
品
を
集
め
ま
し
た
が
、
そ

の
態
度
に
比
べ
れ
ば
、
ギ
メ
は
あ
く
ま
で
も
思
想
的
な
関
心
に
よ
り
東
洋
を
遊
学
旅
行
し
よ
う
と
し
、
学

術
的
な
目
的
で
宗
教
彫
刻
や
絵
画
、
書
物
を
収
集
し
ま
し
た
。
大
き
な
宗
教
思
想
や
宗
教
シ
ス
テ
ム
を
開
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い
た
祖
師
者
は
必
然
的
に
当
代
の
社
会
問
題
を
解
決
で
き
た
人
物
だ
っ
た
、
と
信
じ
て
い
た
ギ
メ
は
、
宗

教
の
研
究
に
よ
り
必
然
的
に
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
込
み
、
パ
リ

に
新
し
い
宗
教
と
思
想
を
伝
え
よ
う
と
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

一
八
六
二
年
の
ス
ペ
イ
ン
旅
行
に
続
い
て
一
八
六
五
～
六
六
年
、
ギ
メ
は
三
十
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
、

当
時
す
べ
て
の
文
化
の
源
の
国
と
さ
れ
、
昔
か
ら
憧
れ
て
い
た
エ
ジ
プ
ト
を
観
光
し
、
間
も
な
く
『
エ
ジ

プ
ト
畫
、
或
る
観
光
者
の
日
記
』
（C

roquis égyptiens : Journal d’un touriste

）
を
旅
行
記
と
し
て
出

版
し
ま
す
。
翌
年
に
は
、
リ
ヨ
ン
学
士
院
の
会
員
に
な
り
ま
す
。
そ
の
頃
、
先
駆
的
な
歴
史
論
法
で
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
伝
記
を
書
い
た
エ
ル
ネ
ス
ト
・
ル
ナ
ン
の
推
薦
を
受
け
、
東
洋
学
会
（S

ociété A
siatique

）

の
会
員
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
一
八
六
八
年
、
す
な
わ
ち 

明
治
維
新
の
年
に
は
、
当
時
東
洋
の
一
種
と
見

な
さ
れ
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ
・
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
々
を
旅
行
し
、
そ
の
紀
行
で
あ
る
『
畫
で
見
ら

れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
』
（L

’O
rient d’E

urope au fusain : notes de voyage

）
を
出
版
し
ま
す
。
ま

た
同
じ
く
、
東
洋
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
北
ア
フ
リ
カ
の
国
々
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
と
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
一
八

六
九
年
に
旅
行
し
ま
す
。
十
九
世
紀
に
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
侵
略
や
、
そ
の
結
果
と
し
て
パ
リ
の

コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
中
心
に
運
ば
れ
た
、
エ
ジ
プ
ト
の
象
徴
、
オ
ベ
リ
ス
ク
の
イ
メ
ー
ジ
等
の
影
響
も
あ

っ
て
、
東
洋
趣
味
が
流
行
し
、
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
近
東
ま
で
の
旅
行
は
、
文
人
に
と
っ
て
不
可
欠
な
コ

ー
ス
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詩
人
ラ
ン
ボ
ー
の
絶
筆
宣
言
の
前
に
、
フ
ロ
ベ
ー
ル
や
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
も
東
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洋
紀
行
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
ギ
メ
が
特
に
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
日
記
を
読
ん
だ
の
は
、
た
だ
の
偶
然
と
は
思

え
ま
せ
ん
。 

一
八
七
二
年
に
ギ
メ
は
、
そ
れ
ま
で
の
観
光
や
読
書
体
験
を
記
し
た
『
エ
ジ
プ
ト
人
の
ア
ジ
ア
』
（D

e 

L
 ’A

scia des É
gyptiens

）
と
い
う
書
物
を
出
し
て
い
ま
す
。
ギ
メ
の
東
洋
へ
の
関
心
が
深
ま
り
と
広
が
り

を
見
せ
て
い
る
頃
、
パ
リ
で
は
一
八
七
三
年
に
日
本
学
者
の
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
（L

éon de R
osny

、

一
八
三
七
～
一
九
一
四
）
の
組
織
に
よ
り
第
一
回
国
際
東
洋
学
会
が
開
催
さ
れ
、
ギ
メ
は
学
会
の
極
東
部

す
な
わ
ち
、
中
国
・
日
本
・
イ
ン
ド
・
タ
タ
ー
ル
を
扱
っ
た
部
門
に
登
録
し
参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が

決
定
的
な
き
っ
か
け
と
な
り
、
彼
は
東
洋
の
文
化
と
宗
教
、
近
代
人
類
学
・
民
俗
学
の
方
法
論
に
関
心
を

深
め
て
い
き
ま
す
。
ド
・
ロ
ニ
ー
の
民
俗
学
的
方
法
論
は
一
種
の
考
証
学
で
す
が
、
東
洋
が
精
神
に
お
よ

ぼ
し
た
作
用
を
そ
の
考
察
の
中
心
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
、
時
代
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
で
し

ょ
う
一

。
学
会
の
中
で
ギ
メ
は
、
日
本
宗
教
学
者
の
ホ
フ
マ
ン H

offm
ann

、
エ
リ
オ
ッ
ト E

lliot

、
サ
ト

ー S
atow

、 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
佛
教
学
者
の
フ
ー
コ
ー F

oucaux

、
中
国
学
者
の
レ
ジ
ェ L

egge

、
真
宗

の
知
識
人
の
島
地
黙
雷
、
エ
ジ
プ
ト
学
者
の
マ
ス
ペ
ロ M

aspéro

、
元
中
日
ス
イ
ス
大
使
で
日
本
宗
教
に

つ
い
て
の
著
作
を
残
し
て
い
る
エ
イ
メ
・
ア
ン
ベ
ー
ル A

im
é H

um
bert 

と
い
う
学
者
や
、
日
本
政
府
の

代
表
者
に
会
う
機
会
を
得
ま
し
た
二

。 

そ
の
豊
富
な
蔵
書
か
ら
推
測
し
ま
す
と
、
お
そ
ら
く
ギ
メ
は
、
ホ
フ
マ
ン
（Johann Joseph H

offm
ann

、
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一
八
〇
五
～
七
八
）
が
翻
案
し
日
本
仏
教
を
紹
介
し
た
書
物
と

し
て
当
時
有
名
だ
っ
た
、
元
禄
時
代
の
土
佐
秀
信
筆
『
佛
像
圖

彙
』
（
一
七
八
三
）
を
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
三

（
図
一
）
。

ホ
フ
マ
ン
の
日
本
宗
教
の
紹
介
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
（P

hilipp 

F
ranz von S

iebold

、
一
七
九
六
～
一
八
六
六
）
の
『
日
本
』
に

お
け
る
宗
教
描
写
の
一
部
に
あ
た
り
ま
す
が
四

、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、

神
道
、
仏
教
、
儒
教
に
つ
い
て
描
写
す
る
中
で
、
ど
の
宗
教
が

一
番
良
い
か
と
か
、
日
本
人
は
ど
れ
を
最
も
深
く
信
仰
し
て
い

る
か
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
日
本
人
は
そ
の
い
ず
れ

に
も
通
じ
て
お
り
、
い
ず
れ
を
も
信
仰
の
対
象
と
し
て
平
等
に

扱
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ギ
メ

に
と
っ
て
も
ま
た
、
日
本
人
の
宗
教
は
、
仏
教
か
、
神
道
か
、

そ
れ
と
も
儒
教
か
と
い
っ
た
、
二
者
択
一
的
な
態
度
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
む
し

ろ
ギ
メ
は
日
本
の
宗
教
を
全
体
と
し
て
把
握
し
、
仏
教
の
パ
ン
テ
オ
ン
を
一
種
の
組
織
化
さ
れ
た
宗
教
界

と
見
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
の
宗
教
現
象
と
信
仰
者
の
心
理
を
上
下
の
別

な
く
、
流
れ
の
区
別
な
く
扱
い
、
『
佛
像
圖
彙
』
も
最
も
俗
的
な
世
界
か
ら
最
も
聖
な
る
世
界
に
至
る
ま

図1 『仏像図彙』ギメ美術館図書館蔵 
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で
、
す
な
わ
ち
、
世
俗
的
迷
信
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
か
ら
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
・
道
教
・
儒
教
・
神
道
・

陰
陽
道
・
仏
教
す
べ
て
の
信
仰
の
本
尊
に
な
っ
て
い
る
人
物
・
神
・
菩
薩
・
佛
等
す
べ
て
を
少
し
の
漏
れ

も
な
く
宗
教
の
象
徴
の
諸
相
と
し
て
表
し
、
構
造
的
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ギ
メ
は
そ
れ
を
読
ん
だ
上
で

自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
構
想
を
練
り
、
『
佛
像
圖
彙
』
の
中
か
ら
仏
教
パ
ン
テ
オ
ン
各
部
の
代
表
者
、

要
す
る
に
祖
師
部
、
人
間
の
世
界
、
権
現
部
、
日
本
の
神
々
の
世
界
、
本
地
垂
迹
の
神
仏
混
淆
の
世
界
、

天
部
、
外
来
と
り
わ
け
印
度
の
神
、
明
王
部
、
人
間
の
煩
悩
を
煩
悩
で
治
め
た
人
物
、
菩
薩
部
、
人
間
の

精
神
を
理
性
と
智
慧
で
回
心
さ
せ
た
人
物
、
仏
部
、
仏
教
の
基
礎
概
念
を
象
徴
す
る
人
物
、
と
い
っ
た
代

表
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
神
々
や
本
尊
の
完
璧
な
分
類
と
は
言
い
難

く
、
ま
た
、
一
種
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
の
神
々
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
ヒ
エ
ラ

ル
キ
ー
の
下
位
に
置
か
れ
、
中
国
の
神
々
も
本
来
の
位
置
か
ら
遠
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
分
類
の
中
に
、

「
道
具
」
と
い
う
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
点
で
す
。
と
言
う
の
も
、
ギ
メ
は
、
佛
・
菩

薩
・
天
神
・
神
々
の
人
格
や
個
性
よ
り
も
、
パ
ン
テ
オ
ン
と
い
う
宇
宙
概
念
の
中
に
ど
の
よ
う
な
役
割
や

機
能
を
配
置
し
、
そ
の
機
能
の
分
類
に
よ
っ
て
日
本
の
本
尊
を
ど
の
よ
う
に
補
え
ば
よ
い
の
か
と
い
う
課

題
に
突
き
当
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、
ギ
メ
の
収
集
の
目
標
は
、
一
種
の
機
能
表
を

作
っ
た
上
で
そ
の
表
の
中
の
ブ
ラ
ン
ク
を
埋
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

さ
ら
に
一
点
気
が
つ
く
こ
と
は
、
ギ
メ
は
よ
く
『
佛
像
圖
彙
』
を
参
照
し
た
に
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
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そ
の
割
に
は
こ
れ
を
絶
対
的
な
モ
デ
ル
に
は
し
て
い
な
い
こ
と
で
、
ギ
メ
は
自
分
な
り
の
機
能
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
表
を
作
り
つ
つ
、
日
本
に
滞
在
中
、
自
分
の
頭
の
中
で
そ
れ
を
整
理
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
『
佛
像
圖
彙
』
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
日
本
で
収
集
し
て
、
同
行
し
て
い
た
レ
ガ
メ
ー

に
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。
ギ
メ
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
東
寺
曼
荼
羅
は
、
『
佛
像
圖
彙
』

の
中
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
彼
が
訪
問
し
た
お
寺
も
『
佛
像
圖
彙
』
に
は
、
ほ
と
ん
ど
描
写

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
ギ
メ
は
来
日
前
の
構
想
に
加
え
少
し
ず
つ
、
宗
教
の
学
術
的
な
把
握
の
仕
方
や

方
法
論
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
宗
教
世
界
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

に
つ
い
て
は
後
で
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

一
八
七
六
年
に
ギ
メ
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
発
行
の
同
年
四
月
十
日
付
け
派
遣
勅
令
文
書
を
受
け
、
学
術

的
な
目
的
に
よ
り
文
部
省
の
奨
学
金
を
得
て
、
東
洋
諸
国
の
宗
教
を
詳
し
く
研
究
す
る
た
め
に
フ
ラ
ン
ス

を
出
立
し
ま
す
。
そ
し
て
ま
ず
、
米
国
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
を
訪
れ
、
繊
細
な
が
ら
表
現
力
の
抜
群

に
優
れ
た
画
家
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
レ
ガ
メ
ー
（F

élix R
égam

ey

、
一
八
四
四
～
一
九
〇
七
）
や
河
鍋
曉

斎
（
一
八
三
一
～
一
八
八
九
）
に
会
っ
て
い
ま
す
。
当
時
、
写
真
家
の
役
目
を
務
め
て
い
た
画
家
の
レ
ガ

メ
ー
を
連
れ
て
、
日
本
・
中
国
・
印
度
・
セ
イ
ロ
ン
へ
宗
教
調
査
に
出
か
け
ま
す
。
彼
は
、
学
問
の
方
法

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。
「
私
の
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
古
代
や
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
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文
化
を
本
当
に
評
価
し
味
わ
い
た
い
な
ら
ば
、
自
己
の
教
育
や
文
化
環
境
か
ら
受
け
た
信
仰
や
偏
見
を
取

り
除
き
、
そ
ぎ
落
と
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
孔
子
の
思
想
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
中
国
の
儒
者
の

頭
脳
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
仏
陀
の
教
え
を
理
解
す
る
に
は
仏
教
精
神
を
自
分
の
も
の
に
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
書
物
や
物
品
の
収
集
に
触
れ
た
だ
け
で
そ
れ
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
思
う
に
、
成
果
を
上
げ
る
に
は
、
現
地
を
旅
行
し
、
信
者
と
接
触
し
、
信
者
と
話
し
合
い
、
信
者

の
行
動
を
見
る
こ
と
が
不
可
欠
な
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
言
っ
た
訳
で
、
以
前
エ
ジ
プ
ト
と
ギ
リ
シ

ャ
を
観
光
し
た
と
同
様
に
今
世
界
を
一
周
し
て
、
日
本
・
中
国
・
印
度
を
見
学
す
る
こ
と
に
決
心
い
た
し

ま
し
た
」
。
し
か
し
、
ギ
メ
が
訪
れ
た
日
本
は
ち
ょ
う
ど
宗
教
改
革
の
真
最
中
で
、
排
キ
リ
ス
ト
教
、
廃

仏
毀
釈
、
神
仏
分
離
の
政
策
が
相
次
ぎ
、
大
教
院
と
い
う
機
関
に
お
い
て
神
仏
合
一
を
目
的
化
さ
れ
た
の

に
続
き
、
特
に
浄
土
真
宗
の
島
地
黙
雷
の
抵
抗
運
動
に
よ
り
、
ギ
メ
日
本
到
着
の
前
年
に
は
、
そ
の
大
教

院
が
解
散
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
凄
ま
じ
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
実
際
、
ギ
メ
が
論
争
し
た
僧
侶
た
ち
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
元
大
教
院
の
説
法
者
で
し
た
か
ら
、
当
時
の
最
も
代
表
的
な
宗
教
者
と
付
き
合
う
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
は
仏
教
側
に
と
っ
て
は
寺
院
と
宗
派
を
擁
護
す
る
機
会
と
も
な
り
、
お
寺
の
彫
刻
美
術
品

等
を
手
放
す
の
も
容
易
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ギ
メ
に
と
っ
て
も
非
常
に
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。 

日
本
に
着
く
や
否
や
ギ
メ
は
、
一
秒
た
り
と
も
時
間
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
観
光
し
、
情
報
を
集
め
、

宗
教
道
具
・
美
術
品
、
お
よ
び
宗
教
書
を
始
め
と
す
る
様
々
な
分
野
の
書
物
収
集
と
、
宗
教
運
動
の
代
表
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者
と
の
教
学
的
な
議
論
を
目
的
に
し
た
旅
に
出
ま
す
。
八
月
二
十
六
日
に
横
浜
に
上
陸
し
、
九
月
二
日
に

東
京
に
到
着
。
ほ
と
ん
ど
休
み
を
と
る
こ
と
な
く
、
日
本
在
住
経
験
の
あ
る
シ
ャ
ル
ル
・
ヴ
ィ
ル
グ
マ
ン

（C
harles W

irgm
an

、
一
八
三
二
～
一
八
九
一
）
［
日
本
で
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
と
し
て
知
ら

れ
る
］
と
い
う
英
国
の
新
聞
記
者
兼
漫
画
家
を
連
れ
て
金
沢
八
景
や
鎌
倉
、
片
瀬
江
ノ
島
に
取
材
旅
行
に

出
か
け
た
後
、
同
月
九
日
に
東
京
へ
戻
っ
て
、
忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
泉
岳
寺
や
、
上
野
に
あ
る
徳
川
家
の
菩

提
寺
で
あ
る
寛
永
寺
、
芝
の
増
上
寺
を
巡
り
、
浅
草
寺
の
貫
首
、
唯
我
韶
舜 (

一
八
〇
四
～
一
八
九
〇
）

に
会
い
、
河
鍋
曉
斎
を
訪
問
し
ま
す
。
同
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
は
日
光
を
訪
れ
、
日
光
の
住
職
、

修
多
羅
亮
延 

（
一
八
四
二
～
一
九
一
七
） 

に
面
会
し
ま
す
。
十
月
上
旬
に
は
、
近
藤
徳
太
郎
と
歌
原
十

三
郎
と
い
う
優
れ
た
通
訳
者
を
連
れ
て
東
海
道
を
人
力
車
に
乗
っ
て
進
み
、
同
月
四
日
に
箱
根
の
関
を
通

過
し
て
、
九
日
は
名
古
屋
に
泊
ま
っ
て
長
栄
寺
の
住
職
に
会
い
、
住
職
様
の
手
か
ら
悉
曇
［
日
本
仏
教
に

お
け
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
］
の
手
引
き
を
授
か
り
ま
す
。
十
三
日
と
十
四
日
に
は
伊
勢
神
宮
へ
行
き
、

宮
司
で
あ
っ
た
田
中
頼
庸
と
浦
田
長
民
に
会
っ
た
と
推
測
で
き
ま
す
が
、
議
論
は
で
き
ず
、
た
だ
神
楽
を

見
た
だ
け
で
が
っ
か
り
し
て
去
っ
て
い
ま
す
。
十
六
日
に
は
京
都
に
到
着
し
て
、
六
宗
派
の
僧
侶
と
談
議

し
て
い
ま
す
。
当
時
、
大
津
の
日
吉
神
社
の
大
宮
司
、
西
川
吉
輔
は
、
ギ
メ
を
宣
教
師
だ
と
思
い
込
ん
で

会
い
に
行
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ギ
メ
は
旅
行
中
、
福
沢
諭
吉
の
海
外
旅
行
や
万
博
の
レ
ポ
ー
ト
に
て
美

術
富
国
を
主
張
し
た
り
、
有
名
な
京
都
府
副
奉
行
の
槙
村
正
直
（
一
八
三
四
～
一
八
九
六
）
や
、
美
術
・
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文
化
・
文
芸
の
振
興
策
を
強
く
推
し
進
め
た
九
鬼
隆
一
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
一
）
の
援
助
に
よ
り
い
ろ

い
ろ
と
見
学
し
た
り
で
き
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
殊
に
、
三
重
県
の
著
名
な
經
仏
師
、
山

本
藻
助
に
東
寺
の
立
体
曼
荼
羅
の
レ
プ
リ
カ
を
注
文
で
き
た
こ
と
は
、
ギ
メ
が
日
本
旅
行
で
達
成
し
た
大

き
な
出
来
事
と
言
え
ま
し
ょ
う
。 

ギ
メ
は
十
一
月
三
日
に
神
戸
か
ら
上
海
へ
出
発
し
、
中
国
に
は
一
カ
月
間
ほ
ど
滞
在
し
ま
す
。
そ
の
後
、

印
度
に
は
少
な
く
と
も
一
週
間
滞
在
し
て
、
セ
イ
ロ
ン
も
訪
問
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
国
と
印
度
、

セ
イ
ロ
ン
の
観
光
に
は
随
分
が
っ
か
り
し
た
よ
う
で
、
旅
程
を
大
幅
に
短
縮
し
て
帰
国
し
ま
す
。
翌
一
八

七
七
年
三
月
に
パ
リ
に
到
着
し
て
間
も
な
く
、
文
部
省
へ
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
『
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
か
な

図2 ギメ『日本散策』（1878）

図3 ギメ美術館（パリ、イエナ広

場）の内部および外観 
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が
わ
』
（B

onjour K
anagaw

a !

）
や
、
『
日
本
散
策
』
（L

es prom
enades japonaises

、
図
二
）
を
出

版
。
翌
一
八
七
八
年
に
も
レ
ポ
ー
ト
と
『
日
本
散
策
』
を
出
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
手
を
加
え
て
は
い

た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
著
作
の
冒
頭
で
旅
行
の
印
象
を
、
日
本
に
着
い
た
途
端
に
あ
た
か
も
キ
ケ
ロ
の
作

品
か
ら
逃
げ
出
し
た
人
物
に
会
っ
て
古
代
ロ
ー
マ
に
い
た
か
の
よ
う
だ
、
と
述
懐
し
て
い
ま
す
五

。 

日
本
観
光
後
の
ギ
メ
の
活
躍
と
し
て
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
美
術
館
を
造
っ
た

こ
と 

（
一
八
七
九
年
に
リ
ヨ
ン
で
、
文
部
文
芸
大
臣
の
ジ
ュ
ー
ル
・
フ
ェ
リ
ー
臨
席
の
下
、
ギ
メ
美
術
館

を
創
設
）
と
、
美
術
館
を
通
じ
て
東
洋
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
知
的
交
流
を
開
い
た
こ
と
、
出
版
物
を
刊
行
し

た
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
六

。
美
術
館
を
、
印
度
・
中
国
・
日
本
・
エ
ジ
プ
ト
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
す

べ
て
の
神
々
を
含
め
た
宗
教
美
術
館
に
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
七

（
図
三
）
。 

出
版
物
に
関
し
て
は
、

ギ
メ
美
術
館
発
行
の
雑
誌
（A

nnales du M
usée G

uim
et

）
と
単
行
本
シ
リ
ー
ズ
（B

ibliothèque d’É
tudes 

du M
usée G

uim
et

）
の
ほ
か
、
一
八
八
〇
年
に
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
と
組
ん
で
『
宗
教
学
雑

誌
』
（R

evue de l’H
istoire des R

eligions
）
を
創
刊
し
ま
す
。
一
八
七
八
年
に
ギ
メ
は
故
郷
の
町
リ
ヨ
ン

で
国
際
東
洋
学
会
を
組
織
し
、
パ
リ
万
博
で
は
日
本
で
集
め
た
美
術
品
、
特
に
東
寺
曼
荼
羅
の
レ
プ
リ
カ

を
展
示
し
て
い
ま
す
（
図
四
）
。
そ
の
折
に
、
大
変
興
味
深
い
目
録
を
作
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
参
照
す
る

と
、
真
言
密
教
は
同
じ
エ
ジ
プ
ト
か
ら
生
ま
れ
た
イ
シ
ス
信
仰
の
東
洋
的
な
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り

八

、
東
寺
曼
荼
羅
は
イ
シ
ス
銅
板
の
東
洋
的
な
産
物
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。 
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ギ
メ
の
学
術
的
な
足
跡
は
終
生
イ
シ
ス
信
仰
に
集
約
で

き
ま
す
が
、
こ
こ
か
ら
も
、
お
そ
ら
く
ギ
メ
は
イ
シ
ス
信

仰
こ
そ
が
、
彼
が
考
え
る
宗
教
学
の
基
礎
的
構
造
を
表
現

し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
も
の
と
想
定
で
き
ま
す
（
図
五
）
。

一
八
八
三
年
に
『
ロ
ー
マ
風
の
イ
シ
ス
』
（L

’Isis 

rom
aine

）
九

、
一
八
九
五
年
に
『
ア
ピ
ュ
レ
ー
の
神
』
（L

e 

D
ieu d'A

pulée

）
、
一
八
九
八
年
に
宗
教
的
迷
信
に
反
抗

し
た
プ
ル
タ
ー
ク
［
プ
ル
タ
ル
コ
ス
］
の
哲
学
を
説
明
し

た
『
プ
ル
タ
ー
ク
と
エ
ジ
プ
ト
』
（P

lutarque 
et 

l’É
gypte

）
一
〇

、
一
九
〇
〇
年
に
『
ゴ
ー
ル
の
イ
シ
ス
崇

拝
教
団
』
（L

es Isiaques de la G
aule

）
一
一

と
相
次
い
で

出
版
し
、
宗
教
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
傍
証

に
な
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
著
作
の
中
で
プ
ラ
ト
ン
の
哲

学
が
常
に
最
高
位
に
あ
る
こ
と
は
、
ギ
メ
自
身
の
考
え
方

を
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
八
八
四
年
、
ギ
メ
は

フ
ラ
ン
ス
政
府
に
リ
ヨ
ン
の
美
術
館
を
寄
付
し
、
一
八
八

図4 ギメ美術館 東寺立体曼荼羅 
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九
年
に
リ
ヨ
ン
か
ら
パ
リ
に
移
設
さ
れ
、

サ
デ
ィ
・
カ
ル
ノ
大
統
領
の
下
で
、
開
館

さ
れ
ま
す
一
二

。
以
降
、
一
八
九
三
年
と
翌

九
四
年
に
か
け
て
、
日
本
や
印
度
か
ら
何

度
も
僧
侶
を
招
聘
し
て
仏
教
法
要
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
九
〇
〇
年
か
ら
〇
三
年
に

か
け
て
は
、
中
国
や
エ
ジ
プ
ト
の
文
化
と

宗
教
に
つ
い
て
連
続
講
演
会
を
開
催
し
、

パ
リ
万
博
を
機
に
日
仏
協
会
の
副
会
長
に

就
任
し
ま
す
。
パ
リ
で
人
気
を
博
し
た
ギ

メ
美
術
館
で
は
一
九
〇
五
年
に
は
、
の
ち

に
、
政
権
を
脅
か
す
女
ス
パ
イ
と
の
風
評

も
得
た
、
有
名
な
マ
タ
・
ハ
リ M

ata H
ari 

の
舞
踊
公
演
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

ギ
メ
が
生
涯
に
わ
た
り
研
究
し
続
け
た

イ
シ
ス
信
仰
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー

テーブ市守護神と神々の主宰神ホル

スの母としてのイシス 

 
天の神々の主宰神オシリスの妹として

のイシス 

図5 ギメ『ローマのイシス』より 
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マ
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
神
々
と
、
各
地
の
現
地
信
仰
の
神
々
と
を
混
淆
さ
せ
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
構
造
は
概
ね
、
一
つ
の
決
ま
っ
た
機
能
や
役
割
を
持
つ
エ
ジ
プ
ト
の
神
に
ギ
リ
シ
ャ
と
ロ
ー
マ
の
神

を
当
て
は
め
、
そ
う
い
っ
た
基
礎
の
上
に
現
地
の
神
を
当
て
は
め
る
と
い
う
も
の
で
す
。
エ
ジ
プ
ト
の
神

と
ギ
リ
シ
ャ
の
神
ヘ
ロ
ド
ト
ス
（H

érodote 

、
四
八
四
～
四
二
五
）
を
結
び
つ
け
た
の
が
最
初
の
よ
う
で

す
が
、
後
に
形
而
上
学
的
に
幾
つ
か
の
存
在
の
レ
ベ
ル
を
用
意
し
、
新
プ
ラ
ト
ン
派
の
哲
学
や
ヘ
ル
メ
ス

聖
典
の
神
秘
的
な
解
釈
に
基
づ
い
て translatio graeca 

（
ギ
リ
シ
ア
へ
の
文
化
移
動
、
譲
与
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
略
記
す
る
と
次
の
通
り
で
す
。 

 

エ
ジ
プ
ト 

 

ギ
リ
シ
ャ 

 

ロ
ー
マ 

ア
モ
ン  

 

ゼ
ウ
ス  

 

ユ
ピ
テ
ル
（
主
宰
、
天
） 

オ
シ
リ
ス 
 

デ
イ
オ
ニ
ゾ
ス 

 

バ
ー
ク
ス 

オ
シ
リ
ス 
 

 

ハ
デ
ス                  

プ
ル
ト
＝
セ
ラ
ピ
ス
（
イ
シ
ス
の
夫
＋
ア
ピ
ス
の
牡 

牛
） 

オ
シ
リ
ス
＝
カ
ノ
ペ
（
火
之
神
、
壺
の
中
に
死
者
の
内
臓
を
納
め
る
壺
、
水
を
吐
く
人
間
の
頭
の
壺
、
ロ 

ー
マ
、
ポ
ン
ペ
イ
） 

イ
シ
ス  

 

デ
メ
テ
ー
ル 

 

セ
レ
ス 
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イ
シ
ス  

 

イ
ヨ
、
プ
ロ
メ
テ
の
娘
（
十
六
世
紀
） 

ホ
ル
ス  

 

ア
ポ
ロ  

 
 

 
 

 
  

男
性
の
ヘ
カ
ト 

童
子
ホ
ル
ス
、H

ar-pe-hered

＝
ハ
ル
ポ
ク
ラ
ト 

H
arpocrate 

（
エ
ロ
ス
羽
童
子
） 

青
年
ホ
ル
ス
＝ A

roëris

（
密
儀
の
沈
黙
の
神
） 

三
頭
、
蛇
體
の
セ
ル
ベ
ル S

ignum
 triceps 

（
獅
子
＝
現
在
、 

犬
＝
未
来
、
狼
＝ 

過
去
）
（
輪
廻
無
常

の
時
間
） 

ト
ッ
ト
―
野
生
犬
頭
ア
ヌ
リ
ス 

ヘ
ル
メ
ス 

 
 

メ
ル
ク
ー
ル
（
智
慧
、
文
字
） 

 

こ
の
よ
う
な
構
造
を
徹
底
的
に
整
理
し
た
の
が
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
思
想
家
た
ち
で
す
が
、
例
え
ば
マ

ル
シ
リ
オ
・
フ
ィ
チ
ー
ノ
の
『
プ
ラ
ト
ン
神
学
』
（
一
四
七
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
と
プ
ラ
ト
ン

と
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
哲
学
は
、
い
ず
れ
も
真
理
と
愛
と
し
て
の
絶
対
神
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
ヘ
ル

メ
ス
―
ト
ッ
ト
聖
典
は
プ
ラ
ト
ン
の
哲
学
や
福
音
の
源
で
あ
っ
て
、
オ
シ
リ
ス
の
神
話
は
キ
リ
ス
ト
の
パ

ッ
シ
ョ
ン
［
受
難
］
に
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
へ
ル
メ
ス
の
象
徴
た
る
カ
デ

ィ
ユ
ー
シ
ェ
（
ケ
ル
ケ
イ
オ
ン
）
は
オ
リ
ー
ブ
の
枝
を
捲
く
蛇
か
ら
成
っ
て
い
て
、
弁
舌
や
商
売
や
医
学

の
象
徴
で
も
あ
る
と
い
い
ま
す
が
、
仏
教
で
い
え
ば
、
仏
敵
の
悪
魔
を
降
伏
さ
せ
る
ク
リ
カ
ラ
不
動
の
形

に
似
て
い
ま
す
し
、
魔
除
け
と
心
身
浄
化
と
和
泉
の
発
掘
の
役
目
を
果
た
す
地
蔵
菩
薩
の
錫
杖
と
も
類
似
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し
て
い
る
、
と
ギ
メ
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

イ
シ
ス
伝
説
に
よ
れ
ば
、
殺
さ
れ
て
ニ
ー
ル
川
に
捨
て
ら
れ
バ
ラ
バ
ラ
の
體
に
な
っ
た
オ
シ
リ
ス
は
妻

の
イ
シ
ス
に
よ
っ
て
甦
り
、
息
子
の
ホ
ル
ス
を
産
ま
せ
ま
す
。
オ
シ
リ
ス
は
豊
穣
と
再
生
を
象
徴
す
る
神

と
し
て
ニ
ー
ル
川
と
同
一
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、
セ
ラ
ピ
ス
・
オ
シ
リ
ス
と
牡
牛
の
ア
ピ
ス
の
合
一
神
に

し
て
土
地
・
豊
穣
・
言
葉
・
植
物
・
再
生
の
神
で
あ
り
、
あ
の
世
の
神
の
長
い
髭
の
老
人
ハ
デ
ス
の
姿
で

三
頭
の
犬
（
犬
、
狼
、
獅
子
）
を
側
に
お
く
、
時
間
と
永
遠
の
神
、
植
物
の
冠
を
被
っ
た
農
業
豊
穣
の
複

合
神
で
も
あ
り
ま
す
。
カ
ノ
プ
と
い
う
名
前
で
知
ら
れ
、
聖
水
と
豊
か
な
再
生
の
植
物
と
し
て
デ
ィ
オ
ニ

ソ
ス
と
合
一
さ
れ
た
オ
シ
リ
ス
は
、
手
に
剣
と
鞭
を
持
ち
、
羽
の
付
い
た
宝
石
冠
を
被
っ
た
ミ
イ
ラ
の
姿

を
と
っ
て
お
り
、
ロ
ー
マ
や
ポ
ン
ペ
イ
で
死
と
再
生
の
密
教
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
る
儀
式
［
一
般
に
は

「
密
儀
」
と
呼
ば
れ
る
］
の
本
尊
と
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

プ
ル
タ
ー
ク
［
プ
ル
タ
ル
コ
ス
］
に
よ
れ
ば
、
オ
シ
リ
ス
は
ニ
ー
ル
川
、
イ
シ
ス
は
ニ
ー
ル
川
に
養
わ

れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
で
あ
り
、
ホ
ル
ス
は
そ
の
土
地
か
ら
出
た
植
物
や
食
べ
物
等
を
表
し
て
い
ま
す
。

各
々
の
神
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
つ
ひ
と
つ
の
宇
宙
的
な
原
理
を
合
理
的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
哲
学

的
な
概
念
が
象
徴
的
な
姿
か
た
ち
を
纏
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
見
な
さ
れ
ま
す
。
そ
の
世
界
観
は
、
神
々

を
、
あ
る
摂
理
の
下
に
治
め
ら
れ
た
神
格
と
見
な
し
て
お
り
、
ギ
メ
は
そ
れ
を
仏
教
の
因
縁
に
例
え
て
い

ま
す
。 
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イ
シ
ス
は
ギ
リ
シ
ャ
風
オ
シ
リ
ス
神
話
の

主
宰
神
と
し
て
、
豊
穣
・
農
業
・
結
婚
・
社
会

秩
序
の
女
神
デ
メ
テ
ー
ル
と
融
合
し
、
エ
レ
ウ

シ
ス
の
密
儀
の
本
尊
、
運
命
の
神
と
し
て
も
、

近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
崇
め
ら
れ
ま
し
た
。
十
六

世
紀
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
へ
の
関
心
と
、
と
り
わ

け
、
い
わ
ゆ
る
「
イ
シ
ス
銅
板
」
の
発
見
と
が
、

イ
シ
ス
崇
拝
を
復
興
さ
せ
、
エ
ジ
プ
ト
神
話
の

研
究
を
進
展
さ
せ
ま
し
た
。 

「
イ
シ
ス
銅
板
」
と
は
、
イ
シ
ス
を
中
心
に

三
十
五
柱
の
神
を
描
い
た
銅
板
で
す
（
図
六
）
。

こ
の
図
像
は
、
明
ら
か
な
偽
作
で
あ
り
ま
す
が
、

伝
説
で
は
一
五
二
七
年
に
ロ
ー
マ
で
発
見
さ

れ
て
後
に
ト
リ
ノ
で
保
存
さ
れ
た
有
名
な
「
イ

シ
ス
銅
板
」
、
即
ち
、
プ
ラ
ト
ン
に
伝
え
ら
れ

た
と
云
わ
れ
て
新
プ
ラ
ト
主
義
的
な
解
釈
も

図6 プラトンに伝えられたといわれているイシス銅板 
16世紀（1525～27）トリノ美術館蔵
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入
れ
て
イ
シ
ス
の
密
教
的
な
儀
式
の
伝
統
を
彫
刻
の
形
で
伝
え
た
銅
板
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
当
時
に
は
古
代

の
実
物
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
物
で
、
そ
の
画
面
で
は
、
各
々
の
神
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
っ
て
お
り
、

そ
の
役
割
を
、
特
定
の
動
物
の
部
分
や
持
物
（attribut

）
、
道
具
類
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
ま
す
。
イ
ビ

ス
の
顔
ト
ッ
ト
、
鷹
の
顔
の
ホ
ル
ス
、
死
者
の
霊
魂
を
導
く
犬
の
面
の
ア
ヌ
ビ
ス
、
牡
牛
の
ア
ピ
ス
や
鰐
、

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
、
ス
コ
ル
ピ
オ
、
ミ
イ
ラ
や
冠
、
玉
、
首
飾
り
、
棒
、
錫
杖
、
ス
ケ
プ
ト
ル
ム
、
壺
、
さ

ら
に
そ
こ
に
は
、
解
読
不
可
能
な
偽
物
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
ル
ネ
サ

ン
ス
期
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
何
度
も
複
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
一
五
五
九
年
の
エ
ネ
ア
ス
、
ヴ

ィ
コ
の
複
写
が
有
名
で
す
。
こ
の
銅
板
は
完
璧
な
宗
教
世
界
を
描
い
て
い
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
た
た
め
、

こ
の
銅
板
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
エ
ジ
プ
ト
を
出
発
点
と
す
る
す
べ
て
の
国
の
す
べ
て
の
神
、
お
よ
び
神

の
動
物
や
象
徴
、
属
性
の
比
較
目
録
が
作
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
銅
板
を
註
釈
し
た
ロ
レ
ン

ツ
ォ
・
ピ
ニ
ヨ
ラ
（L

aurenzo P
ignoria

）
は
、
印
度
へ
の
旅
行
経
験
の
あ
る
セ
ロ
ス
テ
イ
ス
と
と
も
に
オ

シ
リ
ス
の
伝
説
に
立
脚
し
た
比
較
宗
教
学
を
構
想
し
ま
す
一
三

。
ア
タ
ナ
シ
ウ
ス
・
キ
ル
ヒ
ャ
ー
（
一
六
〇

一
～
一
六
八
〇
）
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
印
度
、
中
国
、
日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
の
神
々
に
つ
い
て

の
新
プ
ラ
ト
ン
派
的
・
汎
神
論
的
な
解
釈 lectio idealis 
に
よ
り
、
宗
教
、
神
学
、
テ
オ
ソ
ヒ
ア
［
神
智

学
］
、
哲
学
を
同
一
視
し
て
、
膨
大
な
『
エ
ジ
プ
ト
の
エ
デ
ィ
プ
ス
』
（O

edipus A
egyptiacus

、
一
六
五

二
年
）
を
著
述
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
略
し
た
『
絵
図
の
中
国
』
（L

a C
hine Illustrée

、
一
六
七
〇
年
）
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を
出
版
し
ま
し
た
一
四

。 

彼
の
哲
学
で
は
、
世
界
は
四
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
、
神
々
が
表
し
て
い
る
宇
宙
的
イ
デ
ア
と
元
素

的
な
概
念
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
（
イ
デ
ア
、
理
性
、
天
上
、
元
素
世
界
）
は
、
眼

に
見
え
な
い
「
神
的
な
中
心
」
か
ら
「
発
出
」
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
神
々
の
働
き
に
よ
っ
て
、
お
互
い
に
通

じ
合
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
モ
ン
は
す
べ
て
を
照
ら
す
原
理
、
最
上
神
で
あ
り
、
イ
シ
ス
は
豊
富

な
自
然
、
お
月
様
で
、
す
べ
て
の
形
に
現
れ
る
普
遍
的
、
母
系
的
な
自
然
界
で
あ
り
、
受
け
身
の
原
理
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
オ
シ
リ
ス
は
能
動
的
な
原
理
で
あ
り
ま
す
。
ホ
ル
ス
は
所
動
と
能
動
の
両
面
を
併
せ

持
つ
原
理
で
す
。
三
者
で
一
つ
の
ト
ラ
イ
ア
ッ
ド
（
和
の
原
理
）
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
キ
ル

ヒ
ャ
ー
は
同
じ
形
而
上
学
の
構
造
を
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
に
よ
っ
て
分
析
し
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
光
明
的

な
原
理
が
心
霊
な
意
向
を
表
現
し
、
隠
れ
た
原
動
力
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
に
、
宇
宙
的
、
湿
的
な
暖

か
い
精
力
が
、
上
下
往
復
の
働
き
に
よ
り
常
住
な
物
質
の
生
産
を
起
こ
す
。
第
三
に
、
混
雑
し
否
定
的
な

勢
力
が
、
人
間
や
生
き
物
の
欠
点
、
暗
い
精
神
、
嫉
妬
心
、
偽
善
、
闘
争
心
を
促
す
と
い
い
ま
す
一
五

。
エ

リ
フ
ァ
ス
・
レ
ヴ
ィ
（E

liphas L
evi

）
は
『
魔
術
の
歴
史
』 

(H
istoire de la M

agie)
 

の
中
で
、
キ
ル
ヒ

ャ
ー
の
イ
シ
ス
銅
板
解
釈
を
原
型
の
世
界
、
理
性
の
世
界
、
色
身
の
世
界
と
し
、
形
而
上
学
的
な
三
つ
の

レ
ベ
ル
に
納
め
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
構
造
に
従
っ
て
、
神
々
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
や
漢
字
、
属
性
等
の
習

合
に
よ
り
、
宇
宙
で
は em

anatio

（
流
出
）resorptio

（
帰
着
）
の
両
過
程
で
救
済
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
進
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ん
で
い
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
。 

さ
ら
に
も
う
一
歩
進
め
て
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
比
較
宗
教
学
を
試
み
、
例
え
ば
、
阿
弥
陀
は
ホ
ル
ス
か
、

ハ
ル
ポ
ク
ラ
ト
と
い
う
神
に
当
た
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
宗
教
は
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
結
局
は
、
イ
ン
ド
か
ら
渡
来
し
、
そ
し
て
、
イ
ン
ド
渡
来
の
も
の
は
エ
ジ
プ
ト
に
由
来
す
る

と
断
言
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
に
見
ら
れ
る
神
に
は
、
必
ず
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
そ
れ
に
相
当

す
る
神
が
存
在
す
る
は
ず
だ
と
言
う
の
で
す
。
中
国
と
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
漢
字
も
、
エ
ジ
プ
ト
の
ヒ

エ
ロ
グ
リ
フ
に
相
当
す
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
日
本
の
宗
教
分
析
の
前
提
に

は
ま
ず
禅
宗
が
あ
り
、
禅
宗
の
中
に
も
二
つ
の
流
れ
が
あ
っ
て
、
一
つ
め
は
霊
魂
が
不
滅
で
あ
る
こ
と
を

認
め
な
い
人
た
ち
で
、
こ
れ
は
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
に
当
た
る
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
二
つ
め
は
、
阿
弥
陀
崇

拝
と
分
析
し
、
そ
れ
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
派
に
当
た
る
と
決
め
つ
け
て
い
ま
す
。
三
つ
め
は
、
法
華
宗
で
す
が
、

こ
こ
で
は
日
蓮
宗
の
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
弘
法
大
師
と
修
験
道
と
僧
兵
を
一
括
り
に
し
、

残
酷
な
宗
教
と
い
う
よ
う
に
描
写
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
阿
弥
陀
は
女
性
と
男
性
の
両
性
を
持
つ
と
言

い
な
が
ら
、
主
と
し
て
女
性
と
し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
議
論
は
、
た
と
え
そ
の
前
提
が
間

違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
比
較
宗
教
学
の
始
ま
り
と
は
い
え
る
こ
と
か
ら
、
ギ
メ
の
興
味
と
関
心
を
惹
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
述
べ
た
よ
う
な
思
想
を
あ
る
程
度
ま
で
受
容
し
て
い
た
ギ
メ
の
宗
教
観
に
よ
る
と
、
神
々
の
姿
や
属
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性
、
宗
教
道
具
の
役
割
な
ど
は
、
哲
学
や
形
而
上
学
、
合

理
的
に
組
織
さ
れ
た
概
念
の
世
界
を
成
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
先
行
す
る
イ
シ
ス
信
仰
分
析
に
影
響
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
、
彼
の
幾
つ
か
の
著
作
の
引
用
か
ら
も
分
か
り
ま

す
。
『
プ
ル
タ
ー
ク
と
エ
ジ
プ
ト
』
の
中
で
、
イ
シ
ス
は

大
自
然
と
思
惟
を
表
し
、
す
べ
て
の
神
々
の
積
極
的
な
特

質
を
掌
る
主
宰
神
で
あ
り
絶
対
な
る
者
、
神
に
も
憧
れ
て

い
る
女
神
で
あ
る
た
め
に
、
自
然
界
、
人
間
界
と
絶
対
神

と
の
仲
介
者
、
宇
宙
の
主
・
霊
魂
の
主
宰
者
、
永
遠
た
る

キ
リ
ス
ト
教
の
神
に
近
い
存
在
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
若
い
時
の
ギ
メ
が
読
ん
で
い
た
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の

「
絶
対
な
る
女
性
」
の
性
格
を
帯
び
て
い
ま
す
一
六

。  

前
述
し
た
一
八
七
八
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
お
け

る
展
示
方
法
は
、
や
は
り
『
佛
像
圖
彙
』
の
順
序
に
従
っ

て
、
仏
部
、
菩
薩
部
、
明
王
部
、
天
部
、
権
現
部
、
高
僧

祖
師
部
の
順
に
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ギ
メ
の
説
明
を
み

図7 ギメ美術館 東寺立体曼荼羅配置図 
『甦るパリ万博と立体マンダラ展』図録（西武百貨店、1989）から引用
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る
と
、
こ
れ
を
無
理
や
り
三
部
に
ま
と
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
（
図
七
）
。
第
一
に
は
、
智
慧
と
慈
悲
を

同
時
に
沈
黙
に
よ
っ
て
表
現
す
る
大
日
如
来
を
中
心
に
、
他
の
四
つ
の
佛
が
そ
の
役
割
を
分
担
し
て
い
ま

す
。
第
二
に
、
菩
薩
部
は
佛
と
同
じ
役
割
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
人
間
に
対
し
、
理
性
と
智
慧
に
基
づ
く

説
得
力
の
持
ち
主
で
あ
る
菩
薩
は
辯
舌
を
働
か
せ
る
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。
第
三
に
、
他
の
四
部
を
含

め
て
理
性
と
智
慧
で
は
説
得
で
き
な
い
衆
生
に
対
し
て
、
煩
悩
や
脅
迫
を
利
用
し
て
説
得
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
る
段
階
の
存
在
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
類
は
明
ら
か
に
、
イ
シ
ス
銅
板
の
分
類
を
模
範
と
し
て

い
ま
す
。
確
か
に
強
引
さ
が
目
立
ち
、
今
日
か
ら
み
れ
ば
事
実
に
即
し
て
い
な
い
に
し
て
も
、
ギ
メ
の
新

プ
ラ
ト
ン
派
的
な
考
え
方
を
象
徴
し
て
い
る
点
に
意
味
が
あ
り
、
注
目
に
値
す
る
と
考
え
ま
す
。
ギ
メ
は
、

部
分
的
に
で
す
が
大
胆
な
比
較
宗
教
学
を
試
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
以
下
に
そ
の
要
点
を
ま
と
め
て
み
ま

し
ょ
う
。 

ま
ず
大
日
如
来
の
智
拳
印
は
キ
リ
ス
ト
教
の
大
祭
司
の
手
の
挙
げ
方
と
同
じ
で
、
阿
弥
陀
仏
は
宇
宙
の

霊
魂
で
あ
り
、
四
佛
や
四
菩
薩
の
髪
の
結
い
方
は
ホ
ル
ス
の
も
の
と
同
じ
で
す
。
エ
ミ
ー
ル
・
ビ
ュ
ル
ヌ

フ
（É

m
ile B

urnouf

）
著
『
宗
教
学
』
（Science des religions

）
を
参
考
に
、
般
若
（H

an-gnia

）
菩
薩

の
グ
ル
ー
プ
は
光
、
火
、
智
慧
、
辯
舌
、
論
法
、
論
証
の
神
で
あ
っ
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
グ
ニ
（ignis

）

神
に
当
た
り
、
ラ
テ
ン
語
の
ア
グ
ヌ
ス
の
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ
（A

gnus

）
で
も
あ
り
ま
す
。
文
殊
菩
薩
の
錫

杖
（pedum

）
は
如
意
珠
と
同
様
に
、
人
間
の
願
い
事
を
か
な
え
ま
す
。
日
本
の
神
社
の
建
築
構
造
も
、
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鳥
居
を
含
め
て
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
神
殿
（naos, lucus, ecclesiae

）
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
類
似
し
て
い
ま

す
一
七

。
日
本
を
散
歩
す
る
と
エ
ジ
プ
ト
の
宗
教
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
遺
跡
に
遭
遇
し
ま
す
。
鎌
倉
で
見
た

子
供
の
墓
は
エ
ジ
プ
ト
の
フ
タ P

htah 

を
連
想
さ
せ
一
八

、
日
本
の
神
社
の
神
楽
も
ま
た
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ

と
印
度
の
宗
教
的
な
舞
を
思
わ
せ
ま
す
一
九

。
宗
教
の
象
徴
で
あ
る
道
具
の
中
で
は
、
錫
杖
の
説
明
が
特
に

長
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
錫
杖
を
振
る
う
と
、
人
間
が
驚
愕
す
る
べ
く
台
風
（T

yphon

）
も
逃
げ
去

る
。
錫
杖
の
頭
に
は
す
べ
て
の
原
素
が
含
ま
れ
、
猫
も
表
象
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
雌
猫
が
同
時
に
二
十
八

匹
の
子
猫
を
生
む
よ
う
に
、
錫
杖
の
頭
か
ら
二
十
八
宿
が
出
て
き
て
、
生
と
死
の
輪
廻
に
よ
っ
て
万
物
を

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
、
悪
霊
を
払
い
、
霊
魂
を
あ
の
世
に
導
く
と
い
わ
れ
ま
す
二
〇

。
仏
教
僧
が
着
て
い
る
袈

裟
も
、
お
墓
の
死
者
の
屑
の
着
物
か
ら
出
来
た
も
の
、
麻
製
で
あ
る
の
が
あ
た
か
も
イ
シ
ス
の
崇
拝
者
の

如
き
で
あ
り
ま
す
。
釈
尊
の
母
で
あ
る
摩
耶
夫
人
は
、
メ
ル
ク
ー
ル
の
母
で
あ
る
マ
ヤ
、
キ
リ
ス
ト
の
母

で
あ
る
マ
リ
ア
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
二
一

。
北
野
天
満
宮
の
神
主
と
の
問
答
を
ギ
メ
が
自
ら
翻
訳
し
、
イ
ザ

ナ
ギ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
男
女
の
神
の
と
こ
ろ
に
括
弧
を
入
れ
て
（
オ
シ
リ
ス
）
と
（
イ
シ
ス
）
と
書
き
込
ん

で
い
る
の
は
、
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
の
考
え
方
を
よ
く
物
語
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
哲
学
的
な
レ
ベ
ル
で
仏

教
の
因
縁
は
、
プ
ル
タ
ー
ク
が
言
う
よ
う
に
、
神
々
を
上
ま
わ
る
力
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
哲
学
、

特
に
ス
ト
ア
派
の
運
命
（F

atum

）
の
力
に
喩
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
迷
信
か
ら
合
理
主
義
へ
の
進

歩
的
な
思
想
と
認
め
ら
れ
ま
す
。 
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お
そ
ら
く
、
そ
う
い
っ
た
習
合
宗
教
の
構
造
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ギ
メ
は
日
本
の
僧
侶
や
神
主
と
問

答
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
絶
対
者
、
宇
宙
精
神
の
智
世
界
、
個
々
別
の
煩
悩
の
俗
世
界
と
い

う
三
重
構
造
か
ら
な
っ
て
い
る
イ
シ
ス
信
仰
は
、
日
本
の
習
合
宗
教
に
う
ま
く
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
ゆ
え
ギ
メ
は
、
最
終
的
に
問
答
を
翻
訳
す
る
の
を
あ
き
ら
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

ギ
メ
が
京
都
で
出
会
っ
た
僧
侶
や
神
主
の
す
べ
て
が
判
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

日
蓮
宗
の
何
人
か
の
他
、
妙
満
寺
の
高
麗
智
運
か
ら
聖
典
の
リ
ス
ト
を
貰
っ
て
い
ま
す
。
浄
土
真
宗
西
本

願
寺
の
飛
雲
閣
で
、
島
地
黙
雷
（
一
八
三
八
～
一
九
一
一
）
、
赤
松
連
城
（
一
八
四
一
～
一
九
一
九
）
、

渥
美
契
縁
（
一
八
四
〇
～
一
九
〇
六
）
や
他
の
僧
侶
ら
と
終
日
論
議
し
た
貴
重
な
記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
二
二

。

真
言
宗
の
尊
壽
院
住
職
、
金
光
寺
信
元
（
一
八
三
五
～
一
八
九
八
）
に
も
会
っ
て
い
る
ほ
か
、
平
家
の
子

孫
に
当
た
る
浄
土
宗
の
聖
光
寺
主
角
谷
隆
音
（
一
八
一

七
～
一
八
八
三
）
か
ら
は
論
議
以
外
に
、
大
黒
天
と
弁

財
天
に
関
す
る
説
明
を
受
け
て
い
ま
す
。
相
国
寺
の
末

寺
、
臨
済
宗
興
聖
寺
の
住
職
、
斎
藤
龍
關
（
一
八
三
一

～
一
八
九
二
）
は
、
白
隠
や
仙
涯
に
匹
敵
す
る
よ
う
な

非
常
に
有
名
な
禅
宗
の
説
法
者
で
、
大
凶
院
の
教
導
で

あ
り
ま
し
た
（
図
八
）
。
天
台
宗
妙
法
院
の
村
田
寂
順

図8 臨済宗興聖寺の齋藤龍関から

ギメに宛てた書簡 ギメ美術

館蔵 
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は
、
別
名
、
多
喜
寂
順
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
野
天
満
宮
で
は
神
主
八
人
と
相
談
論
議
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
始
め
は
ギ
メ
自
身
が
翻
訳
し
て
い
ま
す
が
、
話
が
あ
ま
り
に
も
込
み
入
っ
て
き
た
た
め
、
第

一
の
質
問
で
即
座
の
論
議
を
終
え
、
書
面
で
の
返
答
を
待
つ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
（
図
九
、
一
〇
）
。
通

訳
者
と
し
て
、
近
藤
徳
太
郎
と
歌
原
十
三
郎
以
外
に
、
富
井
政
章
（
一
八
五
八
～
一
九
三
五
）
、
今
泉
勇

作
（
一
八
五
〇
～
一
九
三
一
）
、
山
田
多
田
済 

（
一
八
五
五
～
一
九
一
七
）
が
い
ま
し
た
。
ギ
メ
は
関
西

滞
在
中
に
、
大
教
院
の
説
法
者
に
数
多
く
会
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
前
記
リ
ス
ト
以
外
に
も
様
々
な

人
物
に
会
う
機
会
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ま

た
、
ギ
メ
が
中
宮
寺
の
勢
至
菩
薩
の
彫
刻
を
入
手
し
た
こ
と
は
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
が
突
き
止
め

ま
し
た
が
、
一
体
ギ
メ
が
こ
れ
を
何
処
か
ら
手
に
入
れ
た
の
か
も
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

     図9 問答を仏訳しかけた未完原稿、

ギメの真筆 ギメ美術館蔵 

 
図10 北野天満宮の神主八人との

問答草稿に附された神道の造

化に関する肉筆図 筆者不詳
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ギ
メ
の
問
答
を
見
る
と
、
日
本
の
宗
教
に
関
す
る
学
術
調
査
を
目
的
と
し
な
が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を

背
景
と
す
る
自
分
自
身
の
関
心
の
所
在
が
か
な
り
は
っ
き
り
と
表
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
、
と
言
え
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
宗
教
の
絶
対
な
る
神
と
対
比
し
て
、
日
本
の
宗
教
で
は
何
が
最
高
の
原
理
で
あ
る
の
か
、

何
が
善
悪
の
基
準
を
表
象
す
る
こ
と
が
で
き
、
す
べ
て
の
形
而
上
・
道
徳
上
の
問
題
に
関
し
て
裁
き
を
下

し
う
る
究
極
の
権
威
者
は
何
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
当
た
る
原
理
と
い
う
の
は
宇
宙
の
規
則
と
同

じ
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
う
い
っ
た
規
則
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
宇
宙
の
主
宰
者
で
あ
れ

ば
、
規
則
か
ら
外
れ
て
奇
跡
を
起
こ
す
力
も
あ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
そ
う
い
う
主
宰
者
は
い
る
の
か
。

ま
た
、
そ
う
い
っ
た
原
理
が
常
住
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
個
々
の
存
在
た
る
人
間
、
生
き
物
の
霊
魂
と
ど

の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
不
可
離
な
関
係
に
あ
れ
ば
、
霊
魂
は
不
滅
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
し
、
霊
魂

滅
論
の
場
合
、
人
間
の
死
後
、
ど
の
よ
う
な
運
命
が
待
っ
て
い
る
の
か
。
そ
う
い
っ
た
原
則
は
ま
た
、
人

間
の
行
動
を
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い
る
の
か
。
自
然
界
に
表
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
経
典
と
い
っ

た
聖
な
る
言
葉
を
記
し
た
証
拠
に
基
づ
く
の
か
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
、
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
い

ま
す
。
終
わ
り
に
、
神
々
と
佛
と
は
別
の
よ
う
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
っ
た
共
通
原
理
に
基
づ
い

て
結
ば
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
配
慮
の
あ
る
質
問
も
し
て
い
ま
す
。 

各
宗
の
返
事
の
概
略
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
通
り
で
す
。 
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●
 

ギ
メ
の
問
答 

一
、C

réation
 

造
物
、
造
物
者
有
無 

神
道 

造
化
三
神
即
天
御
中
主
神
。
禪
宗 

唯
心
ノ
所
現
。
日
蓮
宗 

小
乘
魔
醯
首
羅
天
「
神
名
」
造
作 

大
乘
説
因
縁
所
成
。
真
宗 

本
有
自
然
ノ
理
。
浄
土
宗 

衆
生
一
心
。
真
言
宗 

正
報
業
感
、
依
報
自
在

天
梵
天
。
天
台
宗 

能
造
主
宰
不
立
、
萬
物
心
造
法
、
因
果
、
真
如
。 

 

二
、P

uisssance et vertu du H
otoké 

幸
災
、
威
徳
、 

地
獄
天
国
の
果
報
の
主
宰 

Juge et sujet de la rétribution des actes  

禍
福
所
由 

神
道 

神
の
威
徳
。
禪
宗 
無
し
。
日
蓮
宗 

小
乗
業
、
大
乘
眞
妄
。
真
宗 

自
己
ノ
因
縁
ヨ
リ
感
招
。

浄
土
宗
、
真
宗 

因
果
自
然
ノ
常
理
、
隔
絶
セ
ル
古
今
ノ
變
化
。
浄
土
宗 

自
業
内
因
、
佛
神
主
宰
賞
罰

外
縁
、
唯
心
所
造
。
真
言
宗 

地
獄
或
ハ
天
堂
ヱ
到
ル
ハ
自
業
自
得
。
天
台
宗 

法
身
般
若
解
脱
ノ
三
徳
、

常
樂
我
淨
ノ
四
徳
、
十
力
四
無
所
畏
等
ノ
威
徳
。 

 

三
、M

iracles, E
ffets m

agiques 

奇
特
、
法
力
怪
異 

神
道 

無
し
。
禪
宗 

無
、
神
通
力
。
日
蓮
宗 

神
通
力
、
不
思
議
。
真
言
宗 

因
果
自
然
の
常
理
。
浄

土
宗
、
真
言
宗 

神
通
不
思
議
。
天
台
宗 

禪
定
智
恵
咒
力
發
得
、
神
通
自
在
。 
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四
、V

ie future 

來
生
、
心
魂
未
來
ニ
テ
生
死
有
無 

神
道 

天
に
魂
不
滅
、
罪
悪
人
魂
不
歸
天
。
禪
宗 

心
性
不
生
不
滅
。
日
蓮
宗 

人
魂
漸
滅
セ
サ
ル
。
真

宗 
三
世
展
轉
シ
テ
無
盡
ナ
レ
ハ
三
世
即
チ
無
始
無
終
ナ
リ
。
浄
土
宗 

人
魂
至
処
ハ
此
魂
此
身
内
。
真

言
宗 

三
世
因
果
。
天
台
宗 

成
毀
ア
ル
者
ハ
肉
身
ナ
リ
始
終
ナ
キ
者
ハ
心
魂
。 

 

五
、M

orale 

心
理
（
修
行
）
、
心
を
理
ム
、
耶
蘇
教
の
十
戒 

神
道 

神
所
賦
の
魂
自
識
善
悪
邪
正
是
非
忠
孝
、
神
魂
歸
天
。
禪
宗 

贅
沢
な
質
問
。
日
蓮
宗 

五
戒
十

善
、
諸
惡
莫
作
衆
善
奉
行
。
真
宗 

「
諸
惡
莫
作 

衆
善
奉
行 

自
淨
其
意 

是
諸
佛
敎
」
「
通
戒
偈
」
。

浄
土
宗 

本
律
寺
、
遁
世
寺
、
官
寺
三
寺
。
真
言
宗 

戒
法
ヲ
護
持
。
天
台
宗 

修
心
、
戒
定
慧
。 

 

六
、H

istoire et doctrine 

佛
教
主
意
大
概
、
宗
旨
の
來
歴
、
来
歴
と
教
示 

神
道 

造
化
三
神
、
機
能
の
萬
神
、
人
、
神
武
。
禪
宗 

「
諸
悪
莫
作
衆
善
奉
行
自
浄
其
意
是
諸
佛
教
」

教
外
別
傳
不
立
文
字
。
日
蓮
宗 

佛
界
因
果
ノ
功
徳
受
得
。
真
宗 

因
縁
生
起
ノ
法
理
。
浄
土
宗 

十
界

同
一
佛
性
。
真
言
宗 

我
身
即
チ
佛
身
。
天
台
宗 

顯
密
禪
ノ
三
。 
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七
、C

ulte des m
ânes et des esprits 

鬼
神 

D
ieux japonais et B

uddha 

神
と
佛
、
佛
説
神
、
漢
神
、
國
神 

神
道 

行
、
威
儀
作
法
清
浄
、
誠
敬
。
禪
宗 

天
部
佛
法
守
護
ノ
善
神 

租
税
ヲ
納
ム
ル
。
日
蓮
宗 

隨

機
縁
崇
奉
、
漢
神
崇
敬
セ
ス
。
真
宗 

阿
彌
陀
佛
ヲ
信
奉
ス
ル
ノ
外
別
ニ
奉
ス
ル
所
ノ
神
ナ
シ 

餘
ノ
宗

旨
ニ
佛
ノ
變
化
身
。
浄
土
宗 

權
實
二
神
、
三
國
五
行
詫
神
。
真
言
宗 

神
徳
霊
妙
不
測
、
國
家
守
護
佛

法
擁
護
、
大
國
主
＝
大
黒
神
後
人
憶
説
。
天
台
宗 

神
則
佛 

佛
則
神
。 

 

八
、T

extes sacrés de base 
所
依
の
佛
經
、
佛
祖
書
目 

神
道 

『
古
事
記
』
『
古
事
記
傳
』
『
日
本
書
紀
』
『
日
本
書
紀
通
證
』
『
大
日
本
史
』(

水
戸
學)

『
古

史
成
文
』
『
古
史
傳
』
（
平
田
篤
胤
系
統
）
。
禪
宗 

『
臨
濟
録
』
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
經
』
『
般
若
波

羅
蜜
多
心
經
』
『
傳
法
正
宗
記
』
『
本
朝
高
僧
傳
』
『
興
禪
護
国
論
』
等
。
日
蓮
宗 

『
法
華
經
』
「
十

巻
」
百
四
十
八
編
「
四
十
冊
」
（
録
内
）
二
百
五
十
九
編
「
二
十
五
冊
」(

録
外)

『
註
法
華
經
』
「
十
冊
」

『
註
法
華
經
義
』
「
二
冊
」
『
日
向
講
聞
書
』
「
一
冊
」
檄
文
十
一
編
「
一
冊
」
（
十
一
通
廻
状) 

他
受

用
祖
書
「
六
冊
」
。
真
宗 

『
佛
説
無
量
壽
經
』
二
巻 
唐
僧
鎧
譯
『
佛
説
観
無
量
壽
經
』
一
巻 

畺
良
耶

舎
譯
『
佛
説
阿
彌
陀
經
』
一
巻 

鳩
摩
羅
什
譯
。
浄
土
宗
、
真
言
宗 

『
大
日
經
』
『
金
剛
頂
經
』
等
『
秘

密
儀
軌
』
八
十
巻
四
部
儀
軌
『
享
和
儀
軌
』
及
初
中
後
ノ
儀
軌
『
蘓
悉
地
經
』
『
蘓
婆
呼
童
子
經
』
『
釋
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摩
訶
衍
論
』
『
菩
提
心
論
』
。
天
台
宗 

『
法
華
』
『
仁
王
『
金
光
明
』(

三
経)

『
大
論
』
『
中
論
』(

二
論)

『
法
花
玄
義
』
「
二
十
巻
」
『
法
花
文
句
』
「
三
十
巻
」
『
摩
訶
止
觀
』
「
四
十
巻
」
『
觀
音
玄
義
』
「
四

巻
」
同
疏
「
四
巻
」
＋
密
教
之
部 

『
大
日
經
』
『
金
剛
頂
經
』
『
蘇
悉
地
經
』
『
瑜
祇
經
』
『
要
畧
念
誦

經
』(
五
部
秘
經)

、 

大
儀
軌
「
百
二
十
八
巻
」
享
和
儀
軌
「
十
二
巻
」
＋
『
觀
無
量
壽
經
』
『
大
阿
彌
陀

經
』
『
小
阿
彌
陀
經
』(

極
樂
淨
土)

。 

 

一
種
の
追
記
と
し
て
、
真
言
宗
に
の
み
あ
る
項
目
、
す
な
わ
ち
「
印
ノ
義
」
で
あ
り
ま
す
が
、
印
と
い

う
の
は
印
可
受
定
不
改
ノ
義
で
あ
り
、 

三
丗
ノ
諸
仏
十
方
ノ
薩
埵
各
印
相
印
義
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

「
佛
菩
薩
ノ
本
誓
」
で
あ
り
、
「
手
ニ
結
ヒ
顕
シ
テ
改
轉
セ
ザ
ル
義
ヲ
印
ト
云
」
、
「
各
々
尊
々
ノ
本
誓
」

に
あ
た
る
と
い
う
項
目
が
注
意
さ
れ
ま
す
が
、
他
の
宗
派
に
は
な
い
道
具
の
部
の
中
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の

象
徴
的
な
意
味
を
追
求
す
る
た
め
に
、
ギ
メ
は
そ
れ
を
特
別
な
質
問
と
し
て
い
ま
す
。 

 

問
答
は
こ
の
よ
う
な
項
目
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。
返
事
を
見
比
べ
た
ギ
メ
は
、
主
宰
者
を
認
め
る
神
道

と
主
宰
者
を
認
め
な
い
仏
教
と
の
間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
両
方
の
信
仰
者
で
あ
る
同
じ
日
本

人
は
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
知
り
た
い
と
思
い
、
最
後
に
神
と
佛
と
の
結
び
つ
き
に
つ

い
て
質
問
し
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
ま
と
ま
っ
た
結
論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
個
々
の
問
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題
に
関
し
て
も
ま
と
ま
っ
た
統
一
さ
れ
た
返
事
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
は
造
物
主
に
関
し
て
、
縁

起
、
因
縁
、
唯
心
、
真
如
等
は
教
学
的
に
も
結
び
つ
け
ら
れ
ま
す
が
、
ギ
メ
の
時
代
に
は
そ
う
い
っ
た
概

念
に
関
す
る
知
識
と
分
析
が
ま
だ
不
足
し
た
状
態
に
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
ギ
メ
に
と
っ
て
は
、
ど
う
し
て

も
自
己
の
理
解
を
超
え
た
概
念
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
問
答
を
翻
訳
す
る
の
を

あ
き
ら
め
た
彼
は
、
そ
れ
で
も
引
き
続
き
、
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
を
学
芸
員
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ミ
リ

ュ
ー
（A

lfred M
illioud

、
一
八
六
四
～
一
九
二
九
）
に
翻
訳
さ
せ
て
み
ま
し
た
が
、
満
足
す
る
よ
う
な
結

果
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
二
三

。
仏
教
学
の
知
識
の
進
歩
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
悟
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

問
答
の
テ
キ
ス
ト
に
関
し
て
言
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
で
は
場
合
に
よ
っ
て
、
異
な
る
言
い
回

し
を
使
っ
て
い
ま
す
。
質
問
全
体
を
な
が
め
ま
す
と
、
ギ
メ
は
、
西
洋
の
宗
教
に
共
通
の
原
理
が
あ
る
よ

う
に
、
東
洋
の
宗
教
に
も
共
通
の
原
理
が
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
史
に
と
っ
て
十
九
世
紀
は
、
合
理
的
な
宗
教
、
世
俗
的
な
宗
教
を
求
め
た
時

代
で
あ
っ
て
、
人
間
の
理
性
に
外
れ
る
考
え
方
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
外
し
て
も
よ
い
と
さ
え
考
え
ら
れ
て
い

た
時
代
で
し
た
。 

思
う
に
ギ
メ
は
、
自
分
が
設
定
し
た
質
問
に
は
統
一
さ
れ
た
返
事
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

バ
ラ
バ
ラ
な
返
事
し
か
得
ら
れ
ず
、
お
よ
そ
統
一
で
き
る
よ
う
な
答
え
は
な
か
な
か
出
て
こ
な
か
っ
た
の
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で
、
彼
は
お
そ
ら
く
、
東
洋
の
宗
教
構
想
を
解
き
明
か
す
鍵
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
認
識
に
達
し
た
。

そ
れ
で
、
日
本
の
僧
侶
や
神
主
か
ら
受
け
た
返
答
の
翻
訳
を
あ
き
ら
め
た
の
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
ギ
メ
は
、
古
代
と
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
イ
シ
ス
信
仰
の
解
釈
に
基
づ
い
て
で
き
上
が
っ
た
混
淆
宗
教
を

分
析
し
、
キ
ル
ヒ
ャ
ー
等
の
世
界
宗
教
の
分
析
を
継
承
・
徹
底
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
そ
れ
を
一
旦
は

棚
上
げ
に
し
て
東
洋
の
宗
教
を
現
地
調
査
し
、
そ
の
比
較
を
試
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
比
較
の
結
果
、
諸

宗
教
に
上
下
関
係
を
み
る
、
旧
説
の
進
歩
史
観
に
立
脚
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
観
を
捨
て
、
そ
の
代
わ
り
に

諸
宗
教
を
平
等
化
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
新
説
の
方
法
論
を
考
え
よ
う
と
し
て
、
「
宗
教
学
」
を
構
想
し

ま
し
た
。
確
か
に
ギ
メ
の
問
答
で
は
彼
が
期
待
し
て
い
た
普
遍
的
な
ル
ー
ル
や
規
則
性
は
見
出
さ
れ
ず
、

あ
る
意
味
に
お
い
て
ギ
メ
の
目
論
見
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
実
際

に
は
、
現
実
の
東
洋
の
宗
教
に
触
れ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
点
で
、
ギ
メ
に
よ

る
問
答
は
、
宗
教
学
と
い
う
学
問
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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e P
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éthode conscientielle et de son application en ethnographie (1879), L
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M
éthode conscientielle, essai de philosophie exactiviste (1887) 

と
い
う
著
作
を
残
し
て
い
る
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二 C
ongrès International des O

rientalistes, P
rem

ier C
ongrès des études japonaises, 1re session, 1873, à P

aris, de 

1873, p.X
X
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三 N
ippon 

の
第
五
巻
と
し
て
、Pantheon von N

ippon, B
utsuzō zui (F

ü siang t’û w
ei) 

を
翻
訳
し
て
い
る
。
副
題
を D

as 

B
uddha-P

antheon von N
ippon, aus dem

 Japanischen O
riginale übersetzt und m

it erläuternden A
m

m
erkungen 

V
ersehen, von D

r, J. H
offm

ann. pp. 45–176 +
 index. 

と
し
、 

注
に
は B

uts zô dsui, sive adum
brationes im

aginum
 

buddhaicarum
, conditorum

que sectarum
 theologicarum

, D
elineavit T

osano seô sô K
ino F

edenobu, 1690, 5 vol. 

in 8°. E
d. altera 1696. C

onf. C
atalogus librorum

 et m
anuscriptorum

 Japonicorum
 a P

h. F
r. de Siebold 

collectorum
, annex enum

eratione illorum
, qui in M

useo R
egio H

agano servantur. L
ugduni B

atavorum
 1845. 

と

あ
る
。
ホ
フ
マ
ン
は F

ü-siang t’u-w
ei so-jin jung-schû m

ulu 

佛
像
圖
彙
所
引
用
書
目
録
を
参
考
に
し
て
い
る
。
同
、

pp. 160–162

。 p. 38 : A
nhang I. A

lphabetisV
erzeichniss der im

 japanischen B
uddhapantheon citirten 

schinesischen und japanischen W
erke. 

四 P
h. F

r. V
on S

iebold: N
ippon, A

rchiv zur B
eschreibung von Japan, U

nd D
essen N

eben―
U

nd Schutzländern: 
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Jeso m
it den Südlichen K

urilen, K
rafto, K

ooraï und den L
iukiu-Inseln, nach Japanischen und europäischen 

Schriften und eigenen B
eobachtungen, bearbeitet von P

h. F
r. V

on S
iebold.…

F
ünfter B

and : A
btheilung V

. 

P
antheon von N

ippon. A
btheilung …

 L
eyden, B

ei D
em

 
V

erfasser, 1852. pp.1–186, +
 tables L

X
X

IV
. 

五 P
rom

enades japonaises, p. 12. 

六 R
apport au M

inistre de l’Instruction P
ublique et des B

eaux-A
rts sur la m

ission scientifique de M
. E

m
ile G

uim
et 

dans l’E
xtrêm

e-O
rient, L

yon, 1878. 

七 E
xposition U

niverselle, G
aleries historiques―

T
rocadéro. R

eligions de l’E
xtrêm

e-O
rient.: N

O
T

IC
E

 

E
X

P
L

IC
A

T
IV

E
 sur les objets exposés par M

. É
m

ile G
uim

et et sur les peintures et dessins faits par M
. F

élix 

R
égam

ey. P
aris, E

rnest L
eroux, E

diteur, 1878, p. 5. 

八 

ギ
メ
は
、
仏
教
は
他
の
す
べ
て
の
東
洋
宗
教
を
含
ん
で
い
る
と
、
晩
年
で
も
例
え
ば
『
老
子
と
バ
ラ
モ
ン
教
』
（
一
九
〇

四
年
）
で
論
証
し
て
い
る
。 

九 C
om

ptes rendus de l’A
cadém

ie des Inscriptions et B
elles-L

ettres, 1896. 

一
〇 N

ouvelle revue, P
aris, 1898. 

一
一 R

evue archéologique, t. 36, 1900, et t. II, 1912, t. X
X

, 1914, et t. V
, 1916. 

一
二

一
九
四
五
年
に
ギ
メ
美
術
館
は
国
立
美
術
館
と
な
る
。 
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一
三 V

ere e noue im
agini de gli dei de gli antichi, Im

ages anciennes et nouvelles des D
ieux des A

nciens,1615. 
一
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ギ
メ
美
術
館
図
書
館
が L

a C
hine Illustrée 

を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ギ
メ
が
そ
れ
を
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。 

一
五 V

éritable et naturelle interprétation de la table Isiaque (V
era &

 genuina m
ensa Isiaca, sive tabulae B

em
binae 

interpretatio), p. 341. 

一
六 

ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
イ
シ
ス
信
仰
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フ
ー
リ
エ
の
思
想
的
影
響
に
つ
い
て
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カ
ミ
ー
ユ
・
オ
ボ
ー C

am
ille A

ubaud 

の
研

究
、« A

nam
orphoses d’Isis dans l’oeuvre de N

erval »

、Texte de la com
m

unication au G
roupe H

ugo du 21 octobre 

1989 

を
参
照
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れ
た
い
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一
七 E

xposition U
niverselle, G

aleries historiques―
T

rocadéro. R
eligions de l’E

xtrêm
e-O
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O

T
IC

E
 

E
X

P
L

IC
A

T
IV

E
 sur les objets exposés par M

. É
m

ile G
uim

et et sur les peintures et dessins faits par M
. F

élix 

R
égam

ey. P
aris, E

rnest L
eroux, E

diteur, 1878, pp. 7–12. 

一
八 Idem
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一
九 Idem
, pp. 43–44. 

二
〇 E

xposition U
niverselle, G

aleries historiques, 1878, p. 13. 

二
一 E

xposition U
niverselle, G

aleries historiques, 1878,  , pp. 13–15. 
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二
二 A

nnales du M
usée G

uim
et, 1880, tom

e I ; M
ontai ryakuki : F

u K
yōgi ryakutō, T

okyo et K
yoto 1877. 

島
地
黙
雷
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全
集
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巻 M

ontai ryakuki

『
問
對
略
記
』
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い
う
題
で
刊
行
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る
。 

二
三 M
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lfred: « E

squisse des huit sectes bouddhistes du Japon par G
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e année (P

aris, 1892), tom
e X

X
V

. 

 

参
考
文
献 

A
nnales du M

usée G
uim

et, 1880, tom
e I; M

ontai ryakuk: F
u K

yōgi ryakutō, T
okyo et K

yoto 1877. 

A
sahina, M

ichiko 

朝
比
奈
美
知
子 (com

pilé et traduit par): F
uransu kara m

ita bakum
atsu ishin 

« Iryusurotorashion N
ihon kankei kijishū» kara

『
フ
ラ
ン
ス
か
ら
見
た
幕
末
維
新
「
イ
リ
ュ
ス
ト
ラ
シ
オ
ン
日
本
関
係

記
事
集
」
か
ら
』
、T
ōshindō 

東
信
堂
、T

okyo

、2004. 

A
ubaud C

am
ille : « A

nam
orphoses d’Isis dans l’oeuvre de N

erval », T
exte de la com

m
unication au G

roupe H
ugo 

du 21 octobre 1989 (inédit). 

B
ertrand (L

’A
bbé) A

R
C

H
 T

.II D
ictionnaire U

niversel, historique et com
paratiste de toutes les R

eligions du M
onde. 

4 vol. in-4. P
aris 1848. 

B
onjūru K

anagaw
a, F

uransujin no m
ita M

eiji shoki no K
anagaw

a
『
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
か
な
が
わ 

フ
ラ
ン
ス
人
の
見
た

 



- 38 - 
 

 

明
治
初
期
の
神
奈
川
』
、Em

īru G
im

e 

エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
著
、Aoki A

kisuke 

青
木
啓
補
訳
、Yūrindō 

有
隣
堂
、 T

okyo

、

1977. 

B
reen, John &

 T
eeuw

en, M
ark: « T

he H
istory of a S

hrine: H
ie », A

 N
ew

 H
istory of Shinto, W

iley-B
lackw

ell, N
ew

 

Y
ork 2010. 

C
aylus, R

ecueil d’A
ntiquités E

gyptiennes, E
trusques, G

recques et R
om

aines, A
 P

aris, C
hez D

esaint &
 S

aillant, rue 

S
. Jean de B

eauvais, vis-à-vis le C
ollége, M

D
C

C
L

X
I, M

D
C

C
L

V
I, M

D
C

C
L

IX
, M

D
C

C
L

X
I, M

D
C

C
L

X
II, 

M
D

C
C

L
X

IV
 (1761, 1756, 1759, 1761, 1762, 1764), une description de la table Isiaque, 7

e vo., pp. 34–119. 

B
ibliothèque N

° 7651–7656. 

C
happuis, F

r. et M
acouin, F

r. (sous la direction de): D
’O

utrem
er et d’O

rient m
ystique, les itinéraires d’E

m
ile 

G
uim

et, E
ditions F

indakly, P
aris, 2001. 

C
ongrès International des O

rientalistes, P
rem

ier C
ongrès des études japonaises, 1re session, 1873, à P

aris, de 1873. 

D
arm

esteter, Jam
es: 12-V

I  5983. E
ssais orientaux. L

’orientalism
e en F

rance. L
e D

ieu suprêm
e des A

ryens. In 8° 

P
aris 1883. 

E
xposition 

U
niverselle, 

G
aleries 

historiques―
T

rocadéro. 
R

eligions 
de 

l’E
xtrêm

e-O
rient. 

: 
N

O
T

IC
E

 

E
X

P
L

IC
A

T
IV

E
 sur les objets exposés par M

. É
m

ile G
uim

et et sur les peintures et dessins faits par M
. F

élix 

 



- 39 - 
 

 

R
égam

ey. P
aris, E

rnest L
eroux, E

diteur, 1878. 

F
ernety, A

.J.: L
es F

ables égyptiennes et grecques dévoilées et réduites au m
êm

e principe avec une explication des 

H
iéroglyphes et de la G

uerre de T
roye, 2 vol. in-12, P

aris, 1786. 

1064 et 10177   32.V
I. 

F
rank, 

B
ernard: 

L
e 

P
anthéon bouddhique 

au 
Japon: 

C
ollections 

d'É
m

ile G
uim

et, 
M

usée 
N

ational 
des A

rts 

A
siatiques G

uim
et; P

aris, 1991. 

ベ
ル
ナ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
『
甦
る
パ
リ
万
博
と
立
体
マ
ン
ダ
ラ
展
―
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
が
見
た
日
本
の
ほ
と
け
信
仰 

フ
ラ

ン
ス
国
立
ギ
メ
美
術
館
創
立
１
０
０
周
年
記
念
』
西
武
百
貨
店
、1989. 

G
uim

et, É
m

ile: P
rom

enades japonaises, G
. C

harpentier, 1878. 

青
木
啓
補
訳
、
『
ギ
メ
日
本
散
策
、
レ
ガ
メ
日
本
素
描

紀
行
、
新
異
国
叢
書
第
二
輯
』
雄
松
堂
出
版
、1983. 

Jablonsky: P
antheon Æ

gyptorum
, F

rancof, ad V
iadr., 3 volum

es, 1750, gr. in-8°. 

Jourreil, 
L

ouis 
Jean-B

aptiste 
de: 

R
eligion 

F
usionienne 

ou 
D

octrine 
de 

l‘universalisation 
réalisant 

le 
vrai 

catholicism
e. In 8 P

aris s.d. 24848.  

K
ircher, A

thanasius: O
edypus A

egyptiacus, trois tom
es (1652–1655). Iaponiorum

 &
 T

artarorum
 idolatriacae 

parallela, t. III, S
ynt., 1. 

 



- 40 - 
 

 L
afaye, G

.: H
istoire des culte des divinités d’A

lexandrie, Séraps, Isis, H
arpocrate, et A

nubis hors de l’E
gypte 

depuis les origines jusqu’à la naissance de l’école néo-platonicienne, In-8°, P
aris 1884, 7001 A

R
C

H
 28 et svtes. 

L
a R

evue du L
ouvre et des M

usées de F
rance, n° 3, 1991 : articles de B

. F
rank (« L

es C
ollections bouddhiques 

d’É
m

ile G
uim

et: histoire et présentation ») et de J. G
iès (« L

a m
uséologie des galeries du P

anthéon bouddhique 

du Japon et de la C
hine dans le nouvel hôtel H

eidelbach-G
uim

et »). 

L
évy-R

ueff, B
runo: É

m
ile G

uim
et (1836–1918), F

ondateur et donateur du m
usée d’histoire des religions : L

e 

m
usée G

uim
et, P

ars X
, N

anterre, M
aîtrise d’histoire, sous la direction de M

. D
em

ier, A
nnée 1998, 145 pages. 

L
eclant, Jean: Inventaire bibliographique des Isiaca, 1940–1969, B

ibliothèque du L
ouvre. 

L
enoir, A

lexandre: N
ouvel E

ssai sur la T
able Isiaque,P

aris, 1809. 

Idem
, H

yéroglyphes, 1621 42 vol.: 1808 2614 A
rc. V

-18, 1chi-V
-15 2285-9811-9813. 

Idem
, D

escription historique et chronologique, 1803 : 2823, A
rch. P

-IV
. 

Idem
, C

alendrier des anciens E
gyptiens, A

IB
L

, X
X

IV
, 2, 1 : P

 III 48346 R
. (24/2). 

L
etronne, à propos de l’A

stronom
ie solaire d’H

ipparque soum
ise à une critique rigoureuse, et ensuite rendue à sa 

vérité prim
ordiale (sic), par J.B

.P
. M

arcoz, Paris, D
ebure frères &

c. 1828, in-8°, de lxij et 352 pages, dans 

Journal des S
avans, de l’Institut de F

rance, A
cadém

ie des Inscriptions et B
elles-L

ettres, P
aris, N

ovem
bre 1828, p. 

 



- 41 - 
 

 

684. 7651-5656 Z
r 125 V

. 

L
oew

enthal, E
.: L

e C
ogitantism

e ou la R
eligion Scientifique basée sur le P

ositivism
e Spirituel, 10 pages de 8°, 

P
aris 1886. 13322 A

rch. A
-V

. 

M
eiji bukkyōshi hensanjo 

明
治
佛
教
史
編
纂
所 (Institut d’histoire du bouddhism

e de l’époque M
eiji), T

om
om

atsu 

E
ntai 

友
松
圓
諦 (com

pilé par), M
eiji bukkyōshi hensanjo zōm

okuroku 

『
明
治
佛
教
史
編
纂
所
藏
目
録
』, C

atalogue 

de la B
ibliothèque de l’Institut d’histoire du bouddhism

e de l’époque M
eiji, T

okyo, 1972, 216 pages. 

M
illioud, A

lfred: « E
squisse des huit sectes bouddhistes du Japon par G

yau-nen », R
evue de l'histoire des religions,. 

13
e année, tom

es X
X

V
, X

X
V

I, P
aris, 1892. 

M
illoué, L

ouis de: « N
otice sur le m

usée religieux fondé à L
yon par É

m
ile G

uim
et », R

evue de l’histoire des 

religions, tom
es I et II, P

aris, 1880. 

M
ontai ryakuki

「
問
對
略
記
」
、Shim

aji M
okurai zenshū 

『
島
地
黙
雷
全
集
』
、daigokan 

第
五
巻
、H

onganji shuppanbu 

本
願
寺
出
版
部
、K

yoto 

京
都
、1976, pp. 818–849. 

M
ontfaucon, D

om
 B

ernard de: L
’A

ntiquité expliquée et représentée en figures, tom
e second, le culte des G

recs, des 

rom
ains, et des autres nations, prem

ière partie, C
ontenant le culte des G

recs &
 des R

om
ains;T

om
e second, 

seconde partie, lL
a religion des E

gyptiens, des A
rabes, des Syriens, des P

erses, des Scythes, des G
erm

ains, des 

 



- 42 - 
 

 

G
aulois, des E

spagnols, &
 des C

athaginois, par D
om

 B
ernard de M

ontfaucon, R
eligieux B

énédictin de la 

C
ongrégation de S. M

aur, Seconde édition, revue et corrigée, A
 P

aris, C
hez F

lorentin D
elaulne, L

a V
euve 

d’H
ilaire 

F
oucault, 

M
ichel 

C
lousier, 

Jean-F
G

eoffroy 
N

yon, 
E

tienne 
G

aneau, 
N

icolas 
G

osselin, 
et 

P
ierre-F

rançois G
iffart, M

D
C

C
X

IX
 (1719), A

vec P
rivilège du R

oi, t. II, partie 2, liv. 1, ch. 1–3. 

T
. II, partie 2, L

ivre II pp. 331–342: L
ivre II, O

ù il est parlé de la T
able Isiaque, des autres T

ables E
gyptiennes, 

des prêtres, &
 de plusieurs autres choses qui regardent le culte A

gyptien. 

O
m

oto, K
eiko &

 M
acouin, F

rancis: Q
uand le Japon s’ouvrit au m

onde, D
écouvertes G

allim
ard, R

éunion des 

M
usées nationaux, P

aris, 1990. N
ihon no kaikoku E

m
iiru G

im
e aru F

uransujin no m
ita M

eiji 

『
日
本
の
開
国 

エ

ミ
ー
ル
・
ギ
メ
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
見
た
明
治
』
、O

m
oto K

eiko, F
uranshisu M

akuan 

尾
本
圭
子
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・

マ
ク
ワ
ン
著 

、T
rad. O

m
oto K

eiko 

尾
本
圭
子
訳
、S

ōgensha 

創
元
社
、O

saka 

大
阪
、1996.  

P
enissard, M

onique: L
a Japolyonnaise, F

avre, L
ausanne-P

aris,1988, 263 pages. 

P
ignorius, L

aur: M
ensa Isiaca, quae sacrorum

 apud Æ
gyptios ratio et sim

ulacra subjectis tabulis oeneis sim
ul 

exhibentur et explicantur, edit. III : A
m

stelodam
i. 1669, in-4°. 

« R
u m

ondo iryusutore » N
ihon kankei sashie-shū 

『
ル
・
モ
ン
ド
・
イ
リ
ュ
ス
ト
レ
』
日
本
関
係
さ
し
絵
集
、Y

okoham
a 

K
aikō S

hiryōkan 

横
浜
開
港
資
料
館
、Y

okoham
a, 1988. 

 



- 43 - 
 

 V
on S

iebold, P
h. F

r.: N
ippon, A

rchiv zur B
eschreibung von Japan, U

nd D
essen N

eben- U
nd Schutzländern: Jeso 

m
it den Südlichen K

urilen, K
rafto, K

ooraï und den L
iukiu-Inseln, nach Japanischen und europäischen Schriften 

und eigenen B
eobachtungen, bearbeitet von P

h. F
r. V

on S
iebold. 

F
ünfter B

and: A
btheilung V

. P
antheon von N

ippon. A
btheilung. L

eyden, B
ei D

em
 V

erfasser, 1852. pp.1–186, +
 

tables L
X

X
IV

. 

S
aint-M

artin (L
ouis-C

laude de): T
ableau naturel des rapports qui existent entre D

ieu, L
’H

om
m

e et l’U
nion. In-12, 

E
dim

bourg (L
yon)/cote: 1782. 4793 33-V

I). 

S
ueki F

um
ihiko 

末
木
文
美
士 :S
hīboruto/ H

ohum
an to N

ihonsyūkyō

「
シ
ー
ボ
ル
ト
／
ホ
フ
マ
ン
と
日
本
宗
教
」
『
季

刊
日
本
思
想
史
』
五
十
五
号
、pp.26-42
、1999 

Y
am

am
oto Jun.ya 

山
本
順
也 : S

hiryō honkoku N
ishikaw

a Y
oshisuke shokan (2) 

「
資
料
翻
刻 

西
川
吉
輔
書
簡

（
二
）
」
、R

ittō rekishi m
inzoku hakubutsukan kiyō 

『
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
紀
要
』
、n° 8, 2002. 

 

な
お
、
ギ
メ
美
術
館
所
蔵
史
料
の
複
写
や
撮
影
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ク
ア
ン
図
書
館
長
に
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
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エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ (

一
八
三
六
～
一
九
一
八) 

略
年
表 

 
一
八
三
六 

リ
ヨ
ン
生
ま
れ 

一
八
六
〇 
蒼
色
家
業
を
継
ぐ 

一
八
六
二 

『
ス
ペ
イ
ン
を
旅
し
て
』 

一
八
六
五
～
六
六 
エ
ジ
プ
ト
見
学 

一
八
六
七 

『
エ
ジ
プ
ト
畫
、
或
る
観
光
者
の
日
記
』 

一
八
六
八 

明
治
維
新
の
年
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
を
旅
行
。
『
畫
で
見
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
洋
』 

一
八
六
九 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
を
旅
行
。
エ
イ
メ
・
ア
ン
ベ
ー
ル
『
日
本
圖
繪
』 

一
八
七
〇 

リ
ヨ
ン
芸
術
学
士
院
会
員
授
与
式
演
説
「
民
俗
音
楽
」 

一
八
七
一 

チ
ェ
ル
ヌ
ス
キ
の
日
本
見
学 

一
八
七
二 

『
エ
ジ
プ
ト
人
の
ア
ジ
ア
』 

一
八
七
三 

パ
リ
に
て
、
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
主
催
の
第
一
回
国
際
東
洋
学
者
会
議
の
極
東
部
門
（
中
国
、
日
本
、
イ
ン

ド
、
タ
タ
ー
ル
）
に
参
加
。
東
洋
と
近
代
人
類
学
、
民
俗
学
の
方
法
論
に
関
心
を
深
め
る 

一
八
七
六 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
博
に
て
レ
ガ
メ
ー
や
曉
斎
に
会
う
。
レ
ガ
メ
ー
と
中
国
・
印
度
を
旅
し
、
フ
ラ
ン
ス
文
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部
省
奨
学
金
に
よ
り
日
本
へ
宗
教
調
査
に
行
く 

 

八
月
二
六
日 

横
浜
、
九
月
二
日 

東
京
、
鎌
倉
、
江
ノ
島
、
九
月
一
二
～
一
五
日 

日
光
、
一
〇
月
上
旬 

東

海
道
、
一
〇
月
四
日 

箱
根
、
一
〇
月
九
日 

名
古
屋
、
一
〇
月
一
三
～
一
四
日 

伊
勢
、
一
〇
月
一
六
日 

京

都
、
一
一
月
三
日 

上
海
へ
出
発
。
中
国
に
一
カ
月
間
、
印
度
に
一
週
間
滞
在 

 
 

『
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
か
な
が
わ 

フ
ラ
ン
ス
人
の
見
た
明
治
初
期
の
神
奈
川
』 

一
八
七
七 

三
月
、
フ
ラ
ン
ス
へ
帰
国
。
ギ
メ
著
レ
ガ
メ
ー
画
『
日
本
散
策
』
出
版 

一
八
七
八 

第
三
回
パ
リ
万
博
日
本
館
に
、
ギ
メ
の
収
集
品
「
東
寺
曼
荼
羅
」
出
品
。
フ
ラ
ン
ス
文
部
省
へ
の
東
洋
学
術
出

張
レ
ポ
ー
ト
を
出
版 

一
八
七
九 

リ
ヨ
ン
に
ギ
メ
美
術
館
創
設 

一
八
八
〇 

『
宗
教
学
雑
誌
』
創
刊
、
『
日
本
散
策
、
東
京
―
日
光
』
、
『
曼
荼
羅
』 

一
八
八
二 

『
リ
ヨ
ン
地
方
の
民
族
音
楽
』 

一
八
八
三 

『
ロ
ー
マ
風
の
イ
シ
ス
』 

一
八
八
四 

ギ
メ
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
美
術
館
を
寄
付 

一
八
八
六 

ギ
メ
、
レ
ガ
メ
ー
共
著
『
日
本
に
お
け
る
演
劇
』 

一
八
八
九 

ギ
メ
美
術
館
開
館
。
『
印
度
に
お
け
る
一
週
間
』 

 



- 46 - 
 

 

一
八
九
一 

美
術
館
に
て
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
大
統
領
臨
席
の
下
、
小
泉
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諦
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善
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彦
に
よ
る
仏
教
儀
式
、
親
鸞
に
対
す
る

報
恩
講
を
行
う 

一
八
九
二 

凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
を
ミ
リ
ュ
ー
が
フ
ラ
ン
ス
語
訳 

一
八
九
三 
シ
カ
ゴ
国
際
宗
教
会
議
後
、
ギ
メ
美
術
館
に
て
ク
レ
マ
ン
ソ
ー
大
統
領
臨
席
の
下
、
真
言
宗
の
土
岐
法
龍
に
よ

る
御
法
楽
を
催
す
。
『
四
度
印
圖
』
の
翻
訳
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業
を
行
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一
八
九
五 

『
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ュ
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ー
の
神
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八
九
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『
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マ
の
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』 
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八
九
八 

『
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ト
』
。
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館
に
て
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レ
マ
ン
ソ
大
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領
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前
で
慈
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心
を
象
徴
し
て
い
る
釈
迦
本

尊
に
し
て
ラ
マ
教
の
儀
式
を
催
す 

一
九
〇
〇 

『
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ー
ル
の
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ス
崇
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教
団
』
（
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九
一
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年
、
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九
一
六
年
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載
） 
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三 

『
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ノ
エ
で
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れ
た
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ア
的
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』 
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『
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子
と
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教
』 
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六 

『
中
国
の
演
劇
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て
』 

一
九
〇
九 

『
ロ
ー
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帝
国
の
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リ
ス
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教
信
徒
』 

一
九
一
〇 

『
哲
学
者
の
サ
モ
サ
ト
の
ル
シ
ア
ン
』
『
ギ
メ
美
術
館
の
中
国
絵
画
』
『
社
会
学
政
治
学
ノ
ー
ト
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一
九
一
三 

『
エ
ジ
プ
ト
の
霊
魂
』 

一
九
一
四 

『
ギ
メ
美
術
館
の
ア
ン
チ
ノ
エ
の
肖
像
群
』 

一
九
一
五
～
一
六 

『
戦
後
、
政
治
経
済
学
ノ
ー
ト
』 

一
九
一
八 
『
和
声
の
問
題
』
。
リ
ヨ
ン
郊
外
の
フ
ル
リ
ュ
ウ
・
シ
ュ
ー
ル
・
ソ
ー
ヌ
で
死
去 

一
九
四
五 

ギ
メ
美
術
館
が
国
立
美
術
館
と
な
る 



発表を終えて

このたび、一年間の日文研での研究滞在を終えて自分の研究の一部たる

エミール・ギメについて、とりわけ明治九年におけるギメと日本の僧侶・神

主との問答を分析して、あるヨーロッパ人の見た日本宗教と当時ヨーロッパ

で考えつつあった新しい宗教学の成立に関わる問題点を提起しようとした。

そのような研究が、ヨーロッパと日本との文化交流の一つのステップを明ら

かにし、西洋と東洋のお互いの理解の仕方をも描写していると考えるなら、

非常に重要な問題を扱っているといえる。

ギメの建設した東洋美術館は今でも盛んに見学されている。このことは、

ギメ美術館が所蔵する美術品や資料などが見学者の東洋への見方や考え方に

大きな影響を与えている証左である。その意味でギメ美術館はギメの業績の

一つであるのは確かだ。しかし、彼が帰国して間もなく書いた文部省へのレ

ポートを見ると、美術館の建立は彼が目指したうちの一つにすぎないという

ことを認めざるを得ない。にもかかわらず、その影響力の大きさによって彼

の学術業績を判断しがちである。とりわけ、我々現代人にとって、東洋、東

洋学、日本の宗教、日本人の思惟方法、ヨーロッパが生んだ宗教学等はギメ

に負うところが誠に多いと言っても過言ではない。何十年が経っても、我々

が考えている日本の宗教、東洋思想はいつの間にか無意識的に、ギメが作っ

た東洋観や日本像に拠るところが大きいと認めるなら、彼の意図や、実際の

考え方、東洋におけるギメの業績を検討する意味はあると思われる。特に、

日本人の宗教者との談義の試みが、彼の意図を示唆しているのは興味深く、

ギメが本当に目指したことに辿り着くための貴重な資料であると思うだけ

に、それらを紹介する必然性はあると考える。多少、エキゾチシズムの方へ

曲解されがちなギメの真の考え方を把握するためにも、その問答を読んで分

析する価値はあると思う。

ギメと日本の僧侶・神主との問答の解読を手伝っていただいた日文研の

皆様にお礼を申し上げる。特にご指導下さった稲賀繁美教授に感謝の意を表

する。しかしながら、残念なことに、京都滞在中にギメが見学したお寺等ま

で足を延ばして現地調査を行なおうとしても越えら

れない壁に当たり、情報不足のまま滞在が終わって

しまったので、改めて別の機会が与えられ、現地調査が

完成することを願っている。

フレデリック ジラール
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